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毎月１５日号には、生涯学習だより「ひろば」が折り込まれています。

○
グ
ラ
ッ
と
き
た
ら
身
の
安
全

○
落
ち
つ
い
て　

火
の
元
確
認

初
期
消
火

○
あ
わ
て
た
行
動　

け
が
の
も

と○
窓
や
戸
を
開
け　

出
口
を
確

保○
落
下
物　

あ
わ
て
て
外
に
飛

び
出
さ
な
い

○
門
や
塀
に
は　

近
寄
ら
な
い

○
正
し
い
情
報　

確
か
な
行
動

○
確
か
め
合
お
う　

わ
が
家
の

安
全　

隣
り
の
安
否

○
協
力
し
合
っ
て
救
出
・
救
護

表１　非常時の持ち出し品チェックリスト
ないある飲料水（一人１日３リットル）
ないある非常食品（３日分が目安）
ないある救急医療薬品類（常備薬など）
ないある携帯ラジオ（予備の電池も用意）
ないある懐中電灯（予備の電池も用意）
ないある現金、貴重品
ないある衣類
ないあるウェットティッシュ・トイレットペーパー
ないあるタオル（大・小）

表２　家具類の転倒・落下防止チェックリスト

ないある大きな家具は、器具を使って壁や天井
に固定している。

ないある器具を取り付けている壁や天井には十
分な強度がある。

ないある２段重ねの家具は、上下を連結している。

ないあるガラスにはフィルムを張るなど、飛散
防止をしている。

ないある収納物が飛び出さないよう、戸棚など
の扉に開放防止器具を付けている。

ないある万一家具が転倒しても、避難路をふさ
がない置き方をしている。

ないあるテレビを壁またはテレビ台に固定し、
テレビ台も固定している。

　

多
摩
直
下
を
震
源
と
す
る
被
害
想
定
で
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
３
の
地
震
が
発
生
し
た

場
合
、
東
京
都
が
公
表
し
た
被
害
想
定
で
は
、
市
内
の
死
傷
者
は
約
４
０
０
人
、
建
物
の
全
壊

は
約
２
０
０
棟
に
な
り
ま
す
。
地
震
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
く
い
止
め
る
に
は
、
自
助
（
自

分
の
命
は
自
分
で
守
る
）
、
共
助（
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
）の
理
念
に
立
ち
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
市
を
は
じ
め
と
し
た
公
助
の
役
割
を
果
た
す
防
災
機
関
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
責

務
と
役
割
を
明
ら
か
に
し
て
、
連
携
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
皆
さ
ん
も
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
週
間
」
を
機
会
に
、
家
庭
や
職
場
で
震
災
対
策
に
つ
い
て
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▽
問
い
合
わ
せ　

稲
城
消
防
署
警
防
課
防
災
係

いい
ざざ
とと
いい
うう
時時
のの
たた
めめ
にに

家家
庭庭
やや
職職
場場
でで
地地
震震
へへ
のの
備備
ええ
をを
！！

１
月
１
月　

日日（
木
）〜

（
木
）〜

日

　

日（
水
）は
防

（
水
）は
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間

災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間

１５１５

２１２１

図１　家具類の転倒・
　　　落下防止対策の例

　

家
庭
で
は
、
普
段
か
ら
非
常

時
の
持
ち
出
し
品
を
準
備
し
て

お
き
ま
し
ょ
う（
表
１
参
照
）。

　

ま
た
、
万
一
の
時
に
慌
て
な

い
た
め
に
、
家
族
で
、
避
難
所

や
避
難
経
路
な
ど
に
つ
い
て
、

事
前
に
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

て
の
現
場
に
救
急
車
や
消
防
車

が
す
ぐ
駆
け
付
け
る
こ
と
は
困

難
で
す
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災

で
は
、
倒
壊
家
屋
な
ど
か
ら
救

出
さ
れ
た
方
の
７
〜
８
割
は
家

族
や
近
隣
の
方
に
助
け
出
さ
れ

ま
し
た
。
発
災
直
後
は
、
地
域

の
方
々
に
よ
る
連
携
が
不
可
欠

で
す
。
自
主
防
災
組
織
の
防
災

訓
練
な
ど
に
参
加
し
て
、
日
頃

か
ら
地
震
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　

事
業
所
は
、
地
域
の
大
き
な

力
に
な
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
実

践
的
な
防
災
訓
練
を
行
い
、
震

災
時
に
は
、
従
業
員
や
顧
客
の

安
全
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
、

救
助
活
動
な
ど
に
積
極
的
に
取

　

近
年
発
生
し
た
大
き
な
地
震

で
、
け
が
を
し
た
方
の
原
因
を

分
析
す
る
と
、家
具
類
の
転
倒
・

落
下
に
よ
る
も
の
が　

〜　

％

３０

５０

と
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
ま

す
。
家
具
が
転
倒
す
る
と
、
転

倒
し
た
家
具
類
に
つ
ま
ず
い
た

り
、
転
倒
し
た
と
き
に
割
れ
た

食
器
や
ガ
ラ
ス
で
け
が
を
す
る

な
ど
の
二
次
的
被
害
も
引
き
起

こ
し
ま
す
。
家
具
の
転
倒
は
、

ち
ょ
っ
と
し
た
対
策
で
防
止
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
図
１
・

表
２
参
照
）
。
い
つ
起
こ
る
か

分
か
ら
な
い
地
震
に
備
え
、
日

頃
か
ら
対
策
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

▽
対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
木
造
住
宅

①
市
内
に
あ
る
木
造
住
宅
（
在

来
軸
組
工
法
に
限
る
）

②
昭
和　

年
５
月　

日
以
前
の

５６

３１

建
築
確
認
で
建
築
し
、
所
有
者

が
個
人
で
現
に
居
住
し
て
い
る

木
造
住
宅　

▽
助
成
費
用　

上
限
２
万
５
千

円
（
診
断
費
用
の
２
分
の
１
以

内
）

▽
耐
震
診
断
内
容　

一
般
診
断

＝
耐
震
補
強
が
必
要
か
判
断
す

る
診
断
、
精
密
診
断
＝
補
強
設

計
を
念
頭
に
置
い
た
診
断

▽
耐
震
診
断
を
す
る
業
者　
　

（社）

東
京
都
建
築
士
事
務
所
協
会
に

所
属
す
る
市
内
の
設
計
事
務
所

や
工
務
店

※
住
宅
を
建
築
し
た
業
者
で
も

構
い
ま
せ
ん
の
で
、
業
者
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
診
断
費
用　
　

万
円
〜　

万

１５

２０

円（
消
費
税
を
除
く
）

　

地
震
に
よ
り
交
通
機
関
が
運

行
停
止
に
な
っ
た
場
合
、
市
内

の
帰
宅
困
難
者
は
約
７
千
人
に

な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

駅
周
辺
な
ど
に
多
く
の
人
が
殺

到
し
、
混
乱
が
生
じ
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
混
乱
を
防
ぐ
た
め

に
は
、
発
災
直
後
は
む
や
み
に

移
動
せ
ず
、
家
族
な
ど
の
安
否

確
認
や
正
確
な
情
報
収
集
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

　

帰
宅
す
る
場
合
に
は
、
帰
宅

方
面
の
安
全
を
確
認
し
、
徒
歩

で
帰
宅
し
ま
し
ょ
う
。

　

企
業
や
学
校
な
ど
は
、
従
業

員
や
生
徒
な
ど
を
保
護
し
、
組

織
全
体
で
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

　

震
度
５
を
超
え
る
地
震
が
起

き
た
時
、
ガ
ス
の
供
給
を
自
動

的
に
止
め
る
マ
イ
コ
ン
メ
ー
タ

ー
を
設
置
し
て
い
る
場
合
の
復

帰
方
法
は
、
図
２
の
と
お
り
で

す
。

※
ガ
ス
臭
い
時
は
、
操
作
は
行

わ
ず
、
必
ず
ガ
ス
会
社
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

図２　ガスメーターの復帰方法
東京ガスの場合（一例） ＬＰガスの場合（一例）

※ガス会社によってメーターの種類が違いますので、ご確認ください。

赤ランプが点滅してい�
ます。�
メーターの左上の黒い�
復帰ボタンのキャップ�
を外す。�

復帰ボタンを奥まで�
しっかり押し込んで、�
すぐ手を離す。キャッ�
プを元に戻す。�

３分�
約３分間待つ（この�
間にメーターが自動�
的に安全を確認）。�
赤ランプの点滅が消�
えると復帰完了です。

1 2

3 4

器具栓、ガス栓をす�
べて閉める（屋外の�
器具も忘れずに）。）。�
メーターの元栓は閉�
めない。�

器具栓、ガス栓をす�
べて閉める（屋外の�
器具も忘れずに）。�
メーターの元栓は閉�
めない。�

1

器具栓、ガス栓をすべ�
て閉める（屋外の器具�
も忘れずに）。�

4

Ｃゴム管外れ　Ｂ微少漏れ�
ＡＣ消し忘れ　ＡＢ圧力異常�
ＢＣ警報機他�

赤ランプの点滅と液晶�
の文字が消えると復帰�
完了です。�

※「赤ランプ」は、液晶のものもあります。�

2

左側のスイッチを押す。�
赤いランプが点灯しま�
す。�

3

Ｂ�Ｃ�

Ｃゴム管外れ　Ｂ微少漏れ�
ＡＣ消し忘れ　ＡＢ圧力異常�
ＢＣ警報機他�

「ガス止」が消え、液�
晶の文字と赤ランプ�
が点滅します。�
１分間待つ。�

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

死
者
の
約
８
割
が
、
家
屋
な
ど

の
倒
壊
に
よ
る
圧
死
で
し
た
。

家
族
や
従
業
員
な
ど
の
命
を
守

る
た
め
に
は
、
住
宅
や
事
業
所

の
耐
震
補
強
を
行
い
、
地
震
に

強
い
建
築
物
に
し
て
お
く
こ
と

が
何
よ
り
大
切
で
す
。
特
に
、

昭
和　

年
５
月
以
前
の
建
築
物

５６

は
、
耐
震
性
が
低
く
、
倒
壊
の

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
市
で
は
、

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
に
対
し

て
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
震
発
生
時
は
、
電
話
や
メ

ー
ル
な
ど
が
つ
な
が
り
に
く
く

な
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
、
家
族

（
３
）体
験
サ
ー
ビ
ス

防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間（
１

月　

日
〜
１
月　

日
）
及
び
防

１５

２１

災
週
間
（
８
月　

日
〜
９
月
５

３０

日
）
に
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
災
害
用
伝
言

ダ
イ
ヤ
ル
「
１
７
１
」
と
一
部

の
携
帯
電
話
災
害
用
伝
言
板
の

体
験
が
で
き
ま
す
。

（
２
）携
帯
電
話
災
害
用
伝
言
板

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、
ａ
ｕ
、
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
、
ウ
ィ
ル
コ
ム
な

ど
で
は
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
登
録

や
確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
通
信
事
業
社
間
で
、
伝
言

板
の
相
互
リ
ン
ク
が
設
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
詳
細
は
各
社
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

（
１
）Ｎ
Ｔ
Ｔ
災
害
用
伝
言
ダ
イ

ヤ
ル
「
１
７
１
」（
音
声
）

　

１
７
１
番
に
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
、

安
否
情
報
の
登
録
や
確
認
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
携
帯
電

話
か
ら
も
利
用
で
き
ま
す
。

な
ど
の
安
否
を
確
認
す
る
方
法

を
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

地
震
で

地
震
でガ

ス
が
止
ま
っ
た
ら

ガ
ス
が
止
ま
っ
た
ら

ガガ
スス
メメ
ーー
タタ
ーー
のの

復復
帰帰
方方
法法

　

毎
月
１
日
、
正
月
三
が
日
、

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

地
震
が
起
き
た
場
合
、
す
べ

○
避
難
の
前
に
安
全
確
認　

電

気
・
ガ
ス

事事
業業
所所
でで
のの
震震
災災
対対
策策

家家
具具
のの
転転
倒倒
防防
止止
対対
策策

外外
出出
者者
支支
援援
にに
つつ
いい
てて

家家
庭庭
でで
のの

日日
頃頃
かか
らら
のの
備備
ええ

地地
域域
でで
のの

日日
頃頃
かか
らら
のの
備備
ええ

住住
宅宅
やや
事事
業業
所所
のの

耐耐
震震
補補
強強

災災
害害
発発
生生
時時
のの

安安
否否
確確
認認

地地
震震
そそ
のの
時時

のの
ポポ
イイ
ンン
トト

１１００



２１・１・１５ 代表電話は３７８－２１１１　（２）

が
市
内
２
園
で
始
ま
る
。
ま

た
梨
ワ
イ
ン
に
続
く
稲
城
の

地
場
産
の
梅
ワ
イ
ン
も
販
売

開
始
と
な
り
、
お
酒
「
み
の

り
」と
三
兄
弟
が
出
そ
ろ
う
。

４　

２
年
間
に
わ
た
っ
て
契

約
不
調
に
陥
っ
て
い
た
稲
城

第
三
小
学
校
体
育
館
大
規
模

改
修
工
事
が
昨
年
よ
う
や
く

契
約
と
な
り
、
３
月
ま
で
に

工
事
も
終
了
す
る
見
通
し
と

な
る
。

５　

昨
年
、
稲
城
大
橋
の
無

料
化
と
大
橋
に
近
い
中
央
高

速
道
に
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ（
Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用
）が

で
き
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
、

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
社
会
実
験
準
備
会
も
設
置

さ
れ
る
。

６　

６
月
に
若
葉
台
公
園
内

の 
上  
谷  
戸 
親
水
公
園
湧
水
池

か
さ 

や 

と

で
「
上
谷
戸
ホ
タ
ル
観
賞
の

夕
べ
」
コ
ン
サ
ー
ト
が
若
葉

台
住
民
中
心
に
開
催
さ
れ
、

１
０
０
０
人
以
上
の
市
民
が

集
う
。

７　

昨
年
は
火
災
発
生
件
数

が　

件
減
少
し
、
ま
た
救
急

１１
出
場
も
２
７
３
件
減
少
と
な

る
。
ま
た
救
急
搬
送
ト
リ
ア

ー
ジ
も
試
行
開
始
す
る
。

８　

駒
沢
学
園
女
子
高
等
学

校
硬
式
野
球
部
が
女
子
の
甲

子
園
と
い
わ
れ
る
第　

回
の

１２

全
国
大
会
で
見
事
優
勝
を
果

た
す
。

９　

平
成　

年
に
設
立
さ
れ

１８

た
南
山
東
部
土
地
区
画
整
理

組
合
の
事
業
に
反
対
運
動
が

起
こ
り
、
脅
迫
メ
ー
ル
な
ど

も
飛
び
込
ん
で
く
る
。

　
　

元
病
院
管
理
課
長
に
よ

１０る
公
金
横
領
が
明
ら
か
と
な

り
、懲
戒
免
職
処
分
と
す
る
。

　

他
に
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
Ｊ
２
降

格
も
あ
り
ま
し
た
が
、
七
転

び
八
起
き
で
頑
張
り
ま
す
！

　

昨
年
の
世
界
の
ト
ッ
プ
ニ

ュ
ー
ス
は
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム

ロ
ー
ン
問
題
を
き
っ
か
け
に

証
券
大
手
の
リ
ー
マ
ン
・
ブ

ラ
ザ
ー
ズ
が 
破  
綻 
し
、
１
０

は 

た
ん

０
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
経

済
危
機
が
表
面
化
し
た
こ
と

で
あ
り
、
永
く
人
々
の
記
憶

に
刻
ま
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
れ
で
は
稲
城　

大
ニ
ュ
ー

１０

ス
を
発
表
し
ま
す
。

１　

稲
城
市
が
発
案
し
昨
年

４
月
か
ら
正
式
に
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
「
介
護
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
」
は
、
最
高
齢

　

歳
の
方
を
筆
頭
に
登
録
者

９４が
２
８
０
人
を
超
え
、
着
実

に
普
及
す
る
。
タ
イ
王
国
か

ら
も
視
察
団
が
訪
れ
、
全
国

で
制
度
化
が
進
み
つ
つ
あ
る
。

２　

東
京
都
市
長
会
で
の
提

言
が
き
っ
か
け
で
京
王
線
沿

線
の
八
王
子
市
、
府
中
市
、

調
布
市
、
町
田
市
、日
野
市
、

多
摩
市
、
稲
城
市
の
７
市
の

図
書
館
相
互
利
用
が
始
ま
る
。

蔵
書
総
数
は
約
６
５
８
万
冊

と
な
り　

の
図
書
館
が
利
用

５４

可
能
と
な
る
。

３　

農
業
者
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
農
地
を
耕
作
す
る
、

市
民
参
加
型
の
「
農
業
体
験

農
園
」（　

世
帯
参
加
）事
業

２３

２
０
０
８
年

稲
城　

大
ニ
ュ
ー
ス

１０

　

市
長　

石
川
良
一

時代への�
視 点�
時代への�
視 点�

１９５�１９５�

支　払�
を受け�
る　者�

種別� 支払金額� 給与所得控除後の金額� 所得控除の額の合計額� 源泉徴収税額�

住宅借入金等�
特別控除の額�

イナギ　タロウ�

（受給者番号）�

氏
名�

（フリガナ）�

（役職名）�
稲城　太郎�

社会保険料�
等の金額�

生命保険料�
の控除額�

配偶者の合計所得�
個人年金保険料の金額�
旧長期損害保険料の金額�

受給者生年月日�

明� 大� 昭� 平� 年�月� 日�年�

中途就・退職�

国民年金～　　　　円�円�（摘要）住宅借入金等特別控除可能額�

本人が障害者�

住所（居所）�
又は所在地�
氏 名 又 は �
名　　　称�

東京都××区○○町１－２－３�

○○（株）�

寡婦�

退職�就職�

２０� ○�

（電話）　０１－２３４５－６７８９�

４６�１１�１�

月� 日�

地震保険料�
の 控 除 額 �

給料・賞与�

控除対象配偶者�
の有無等�

配偶者特別�
控 除 の 額 �特定� 老人�

２� ５００，０００� ０� ０�

その他� その他�特別�

扶養親族の数�
（配偶者を除く）�

障害者の数�
（本人を除く）�

５，５００，０００�

２５０，０００�

３，８６０，０００� ２，０２０，０００�

９２，０００�

０�

東京都稲城市東長沼２１１１�
○○マンション１０１�

住
所
又
は
居
所�

老
人�

有� 無� 従有�

従
無�

未
成
年
者�

支
払
者�

乙
欄�

寡
夫�

勤
労
学
生�

死
亡
退
職�

災
害
者�

外
国
人�

特
　
別�

一
　
般�

そ
の
他�

特
　
別�

○�

平成２０年分 給与所得の源泉徴収票平成２０年分　給与所得の源泉徴収票

　

給
与
所
得
者
や
年
金
収
入
の

方
で
医
療
費
控
除
な
ど
、
所
得

税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申

告
書
は
１
月
か
ら
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

t

tp
://w
w
w
.n
ta.g
o.jp
/

）
に

は
手
軽
に
申
告
書
を
作
成
で
き

る
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
が
あ
り
、
作
成
し
た
申

告
書
な
ど
を
出
力
し
、
そ
の
ま

ま
税
務
署
に
提
出
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ｅ－ イ

ー

   
 
Ｔ
ａ
ｘ 
（
国
税

タ　

ッ　

ク　

ス

電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）

で
は
、
作
成
し
た
申
告
書
デ
ー

タ
に
電
子
証
明
書
を
添
付
し
て
、

そ
の
ま
ま
送
信
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

 
申
告
書
の
提
出
が
で
き
ま
す

▽
対
象　

①
小
規
模
納
税
者
の

方
の
所
得
税
及
び
消
費
税　

②

年
金
受
給
者
及
び
給
与
所
得
者

の
所
得
税

▽
期
日
な
ど　

下
表
の
と
お
り

▽
定
員　

午
前
・
午
後
と
も
先

着　

人
１００

※
各
会
場
と
も
初
日
は
大
変
混

雑
し
ま
す
。
混
雑
状
況
に
よ
っ

て
は
、
早
め
に
受
け
付
け
を
終

了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

確
定
申
告
は
お
早
め
に
！

確
定
申
告
は
お
早
め
に
！

日
野
税
務
署

日
野
税
務
署

無
料
申
告
相
談
会

無
料
申
告
相
談
会

（
東
京
税
理
士
会
日
野
支
部
）

（
東
京
税
理
士
会
日
野
支
部
）

所
得
税
・
消
費
税

所
得
税
・
消
費
税

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
第

三
文
化
セ
ン
タ
ー
は
２
日
間
と

も
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
の
ご
利
用
を

お
勧
め
し
ま
す
。

▽
持
ち
物　

源
泉
徴
収
票
、
領

収
書
、
筆
記
用
具
、
印
鑑
、
電

卓
な
ど

※
無
料
申
告
相
談
会
に
お
越
し

い
た
だ
け
な
い
方
は
、
直
接
日

野
税
務
署
で
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

※
譲
渡
所
得
（
土
地
・
家
屋
・

株
式
の
売
買
）
・
贈
与
税
の
あ

る
方
、
相
談
内
容
が
複
雑
な
方

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

日
野
税
務
署

1　

・　

・
５
６
６
１

０４２

５８５

無料申告相談会

会場受付時間期日

地域振興プラザ４階
（消防署向かい）

午前＝９時３０分～１１時
午後＝１時～３時

２月３日（火）
　　４日（水）
　　５日（木）
　　６日（金）

第三文化センター午前＝９時３０分～１１時
午後＝１時～３時

２月９日（月）
　　１０日（火）

へ
の
居
住
開
始
年
月
日
（
証
明

書
は
必
要
な
し
）　

④
印
鑑

※
「
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額

控
除
申
告
書
」
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
書
式
で

作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
こ
の
制
度
は
、　

年
度
ま
で

２８

実
施
し
ま
す
。

　
　

年
度
か
ら
、
所
得
税
の
住

２０
宅
ロ
ー
ン
控
除
が
引
き
き
れ
な

い
方
は
、
住
民
税
か
ら
控
除
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除（
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
）
は
、
も
と
も

と
所
得
税
上
の
制
度
で
す
が
、

税
源
移
譲
に
伴
い
大
部
分
の
方

の
所
得
税
が
減
少
し
た
た
め
に
、

例
年
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
所

得
税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
も
減
少
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス

が
で
て
き
ま
す
。
そ
の
減
少
分

（
所
得
税
か
ら
引
き
き
れ
な
い

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
）に
つ
い
て
、

住
民
税
か
ら
差
し
引
く
制
度
が

昨
年
か
ら
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

申
告
に
よ
り　

年
度
の
住
民
税

２１

か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

　

提
出
期
限
が
迫
る
と
窓
口
の

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
早
め
の
提
出
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
次
に
よ
り
該
当
す
る
か
否
か

を
判
断
の
う
え
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

　

年
末
調
整
後
に
勤
務
先
か
ら

配
付
さ
れ
る
「
源
泉
徴
収
票
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
該
当
す
る

方
は
、
「
申
告
書
」
の
作
成
・

給
与
所
得
の
み
で
年
末

給
与
所
得
の
み
で
年
末

調
整
で
住
宅
ロ
ー
ン
控

調
整
で
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
を
行
う
方

除
を
行
う
方

②② ③③

①①

受受
けけ
付付
けけ
てて
いい
まま
すす

 
　

年
度
分

年
度
分

２１２１住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

　

住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

（
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控

（
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除除
））

の
申
告

の
申
告

▽
問
い
合
わ
せ

課
税
課
市
民
税
係

▽
問
い
合
わ
せ　

課
税
課
市
民
税
係

申
告
は
お
早
め
に
！

提
出
が
必
要
で
す
。

▽
対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方（
左
下
図
参
照
）「
源
泉

徴
収
票
」
右
上
の　

①
「
源
泉

徴
収
税
額
の
欄
」 
が
０（
ゼ
ロ
）

で
あ
る
方
、
「
源
泉
徴
収
票
」

中
段
の
摘
要
の
欄
に　

②
「
住

宅
借
入
金
等
特
別
控
除
可
能
額
」

の
金
額
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、

源
泉
徴
収
票
中
段
右
の　

③「
住

宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
額
」

が
②
の
額
よ
り
小
さ
い
方

※　

年
１
月
１
日
以
降
に
入
居

１９
さ
れ
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
行

っ
て
い
る
方
及
び
新
た
に
行
う

方
は
、
期
間
延
長
な
ど
に
よ
り

所
得
税
だ
け
で
対
応
で
き
る
た

め
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
申
告
期
限　

３
月　

日
１６

※
期
限
を
過
ぎ
る
と
「
遅
延
理

由
書
」の
提
出
が
必
要
に
な
り
、

「
市
長
が
や
む
を
得
な
い
理
由

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
」
以
外

認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

▽
申
告
先　

所
得
税
の
確
定
申

告
を
必
要
と
し
な
い
方
（
年
末

調
整
）
＝
稲
城
市
（
そ
の
年
の

１
月
１
日
現
在
住
所
地
の
市
町

村
）
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を

必
要
と
す
る
方
＝
日
野
税
務
署

▽
必
要
な
も
の　

①「
市
民
税
・

都
民
税
住
宅
借
入
金
等
特
別
税

額
控
除
申
告
書
」
（
課
税
課
及

び
出
張
所
で
配
布
、
確
定
申
告

す
る
方
に
は
税
務
署
で
も
配
布
）

②
平
成　

年
分
の
源
泉
徴
収
票

２０

（
コ
ピ
ー
不
可
）　

③
当
該
住
宅

　

作
成
し
た
確
定
申
告
書
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
該
当
す
る
方
は

対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
の
で
、「
申
告
書
」
の
作
成
・

提
出
が
必
要
で
す
。

▽
対
象　

確
定
申
告
書
の
第
一

票
右
側
「
税
金
の
計
算
欄
」
の

所
得
税
額（
二
段
目
）か
ら
配
当

控
除（
三
段
目
）〕
を
差
し
引
い

た
額
よ
り
住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
額
が
上
回
る
方

【
申
告
の
方
法
】

▽
対
象　
　

年
１
月
１
日
〜　

１１

１８

年　

月　

日
に
入
居
し
、
所
得

１２

３１

税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け

て
い
る
方
で
、
所
得
税
か
ら
引

き
き
れ
な
か
っ
た
方

給
与
以
外
の
所
得
が
あ

給
与
以
外
の
所
得
が
あ

り
、
所
得
税
の
確
定
申

り
、
所
得
税
の
確
定
申

告
で
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

告
で
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

を
行
う
方

を
行
う
方



２１・１・１５（３）　代表電話は３７８－２１１１

第１７回稲城平和コンサート

歌歌ううよよううにに話話せせたたらら
ああたたたたかかいいほほほほええみみのの中中でで

仲代圭吾と行代美都の世界 仲  代  圭  吾 と 行  代  美  都 の世界
なか だい けい ご ゆき しろ み と

　

市
で
は
市
民
参
加
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
人
材
バ

ン
ク
制
度
と
し
て
市
政
参
加
協

力
者
と
学
習
活
動
の
指
導
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

市
政
参
加
協
力
者

　

皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
知
識
や

経
験
を
市
政
に
生
か
し
ま
せ
ん

か
。
市
で
は
、
各
種
委
員
会
、

審
議
会
な
ど
市
民
の
市
政
へ
の

参
加
を
促
す
た
め
、
登
録
者
の

情
報
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
特

に
、
女
性
の
市
政
へ
の
参
加
促

進
を
図
る
た
め
の
情
報
と
し
て

活
用
し
ま
す
。

　

市
政
参
加
協
力
者
は
、
自
薦

の
ほ
か
他
薦
に
よ
る
登
録
も
で

き
ま
す
が
、
推
薦
に
は
事
前
に

被
推
薦
者
の
承
諾
を
得
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

▽
登
録
要
件　

次
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
方

①
市
内
在
住
・
在
勤
の　

歳
以

２０

上
の
方　

②
市
政
や
ま
ち
づ
く

り
に
関
心
が
あ
り
、
積
極
的
に

行
政
運
営
に
参
加
す
る
意
欲
の

あ
る
方　

③
政
治
、
経
済
、
社

会
、
文
化
、
そ
の
他
の
各
分
野

の
専
門
的
な
知
識
・
経
験
の
あ

る
方学

習
活
動
の
指
導
者

　

皆
さ
ん
が
文
化
・
学
習
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
分

野
で
習
得
し
た
知
識
・
技
術
・

経
験
な
ど
を
生
か
し
て
、
市
民

団
体
や
グ
ル
ー
プ
活
動
の
指
導

者
・
講
師
・
助
言
者
と
し
て
活

動
し
ま
せ
ん
か
。

　

登
録
し
た
人
材
情
報
は
、
生

涯
学
習
情
報
と
し
て
、
市
民
の

方
に
提
供
し
ま
す
。

◆
共
通
事
項

▽
応
募
方
法　

地
域
振
興
プ
ラ

ザ（
協
働
推
進
課
）、
生
涯
学
習

課
、
各
文
化
セ
ン
タ
ー
、
総
合

体
育
館
、
平
尾
・
若
葉
台
出
張

所
に
あ
る
登
録
カ
ー
ド
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

市
政
参
加
協

力
者
＝
協
働
推
進
課
協
働
推
進

係
、
学
習
活
動
の
指
導
者
＝
生

涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
係

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

子
育
て
に
関
す
る
生
活
実
態
や
、

子
育
て
支
援
に
関
す
る
市
民
の

意
向
・
要
望
な
ど
を
把
握
し
、

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
・

後
期
計
画
策
定
の
資
料
と
す
る

た
め
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

※
対
象
者
に
は
、
郵
送
済
み
で

す
。

※
調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
内
容

は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が

厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
に

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
・
人
数　

①
乳
幼
児
の

保
護
者
・
１
千
人　

②
小
学
生

の
保
護
者
・　

人　

③
中
学
生
・

７４０

　

人
２６０

　
　

年　

月　

日
現
在
で
、
製

２０

１２

３１

造
業
を
営
む
事
業
所
を
対
象
に

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

本
調
査
は
、
１
年
間
の
生
産
活

動
に
伴
う
製
造
品
の
出
荷
額
、

原
材
料
使
用
額
な
ど
を
調
査
し
、

製
造
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

１
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て

都
知
事
か
ら
任
命
さ
れ
、
写
真

張
り
付
け
の
調
査
員
証
を
持
参

し
た
統
計
調
査
員
が
お
伺
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て

い
た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、

統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守

さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
ご
記

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
総
務

係

ご
協
力
く
だ
さ
い

ご
協
力
く
だ
さ
い

稲稲
城
市
次
世
代

城
市
次
世
代

育
成
支
援
に
関
す
る

育
成
支
援
に
関
す
る

ニ
ー
ズ
調
査

ニ
ー
ズ
調
査

人
材
バ
ン
ク
登
録
者
募
集

人
材
バ
ン
ク
登
録
者
募
集

 

生生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か

か
し
て
み
ま
せ
ん
か

あ
な
た
の

　

あ
な
た
の

知
識
・
技
術
・
経
験

知
識
・
技
術
・
経
験

▽
抽
出
方
法　

住
民
基
本
台
帳

に
基
づ
く
無
作
為
抽
出

▽
調
査
方
法　

郵
送
配
布
・
郵

送
回
収

▽
調
査
期
間　

１
月　

日（
水
）

２８

ま
で

▽
問
い
合
わ
せ　

子
育
て
支
援

課
保
育
係

　３年３月７日に制
定された稲城市平和
都市宣言を受け、平
和の大切さと尊さを
共感する機会として
本年度も「稲城平和
コンサート」を開催
します。
プロフィル
　シャンソン界で唯
一のデュオ。 銀  巴  里 

ぎん ぱ り

時代から全国にファ
ン層は幅広い。シャ
ンソンを日本語で分
かりやすく歌い、聴く人を魅了する。レパートリ
ーも多く、シャンソン・カンツォーネ・オペラ・
ポップスなど世界の名曲とオリジナル曲を歌う。

▽期日　３月８日（日）

▽時間　１時３０分開場・２時開演

▽会場　中央文化センターホール

▽内容　代表曲の「百万本のバラ」「歌うように
話せたら」「俺はコメディアン」「雨の 悪 戯   」

いた ずら

「あゝ結婚」などを予定。チェロに伊藤耕司

▽入場料　１,５００円（全席自由）
※チケットは、各文化センター及び稲城市商工会
発行「稲城生き活き商品券」販売所では１月１７日
（土）２時から、若葉台出張所では１月１９日（月）８
時３０分から発売します。

▽企画・運営　稲城平和コンサート実行委員会

▽問い合わせ　中央公民館　1３７７－２１２１

　

本
事
業
は　

年　

月
か
ら

２０

１０

本
格
的
に
工
事
が
始
ま
っ
て

お
り
ま
す
が
、
こ
の
間
次
の

市
民
団
体
か
ら
本
事
業
に
対

す
る
質
問
な
ど
が
出
さ
れ
、

回
答
を
差
し
上
げ
て
お
り
ま

す
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

１
、
南
山
問
題
市
民
連
絡
会

２
、
南
山
開
発
と
周
辺
環
境

を
考
え
る
会
・
稲
城
の
里
山

と
史
蹟
を
守
る
会

　

ま
た
、
南
山
問
題
市
民
連

絡
会
の
質
問
状
で
は
「
要
望

署
名
提
出
時
に
代
表
者
１
名

と
し
か
会
わ
な
い
と
し
た
市

長
の
姿
勢
に
対
す
る
不
信
感

の
声
」
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
先
般

　

年　

月　

日
の
新
聞
報
道

２０

１１

２９

に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
市
長

殺
害
を
予
告
す
る
脅
迫
メ
ー

ル
な
ど
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

慎
重
に
対
応
し
て
い
た
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
質
問
状
な
ど
や
回

答
の
全
文
に
つ
き
ま
し
て
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
開

発
調
整
課
窓
口
で
閲
覧
で
き

ま
す
。

Ｑ
１　

工
事
に
あ
た
り
、
雨

水
対
策
と
し
て
工
事
中　

ミ
６０

リ
／
時
間
、
完
成
後　

ミ
リ

７５

／
時
間
の
雨
を
想
定
し
て
設

計
が
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す

が
、
こ
れ
で
は
昨
今
の
１
０

０
ミ
リ
／
時
間
を
越
え
る
よ

う
な
集
中
豪
雨
に
は
対
応
で

き
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

 
Ａ 　

雨
水
排
水
の
施
設
整
備

に
お
い
て
は
、
地
域
ご
と
の
過

去
の
降
雨
デ
ー
タ
を
基
に
、
一

般
的
に　

〜　

ミ
リ
／
時
間
程

５０

７５

度
の
時
間
降
雨
強
度
を
降
雨
強

度
式
と
い
う
算
式
に
あ
て
は
め

て
設
計
を
行
い
ま
す
。
東
京
都

に
お
け
る
宅
地
造
成
等
規
制
法

の
手
続
き
に
お
い
て
も
そ
う
し

た
指
導
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ご
指
摘
の
「
集
中
豪
雨
」
と

は
、
「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
」
の
雨
量

を
指
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
こ
う
し
た
雨
は
ご
く

短
時
間
の
気
象
現
象
で
す
。
指

導
を
い
た
だ
く
降
雨
強
度
式
で

は
１
時
間
の
降
雨
量
と
し
て
は

　

〜　

ミ
リ
／
時
間
と
い
う
値

５０

７５

に
な
り
ま
す
が
、
短
時
間
の
雨

で
は
１
０
０
ミ
リ
／
時
間
を
超

え
る
降
雨
に
も
対
応
し
て
い
ま

す
。

Ｑ
２　

近
年
は
総
雨
量
５
０
０

ミ
リ
を
超
え
る
よ
う
な
雨
も
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
雨
が
降
っ
た
時
に
、
問
題
は

生
じ
ま
せ
ん
か
。

 
Ａ 　

ご
指
摘
の
よ
う
な
雨
が

降
れ
ば
、
既
存
の
施
設
も
設
計

許
容
量
を
越
え
る
事
と
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
雨
が
降

れ
ば
工
事
着
手
前
の
現
在
の
南

山
東
部
地
区
に
お
い
て
は
、
土

石
流
や
が
け
崩
れ
な
ど
大
規
模

な
災
害
が
発
生
す
る
危
険
性
が

非
常
に
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
回
の
土
地
区
画

整
理
事
業
に
よ
り
区
域
内
か
ら

地
区
外
へ
の
雨
水
流
出
を
抑
制

す
る
措
置
や
土
砂
流
出
に
対
す

る
対
策
、
ガ
ケ
地
の
解
消
も
工

事
の
進
捗
に
伴
い
順
次
図
ら
れ

て
い
き
ま
す
の
で
、
現
状
に
比

べ
、
雨
に
対
す
る
地
域
の
防
災

性
は
確
実
に
向
上
し
ま
す
。

　

雨
水
被
害
は
、
む
し
ろ
ス
プ

ロ
ー
ル
的
な
開
発
に
よ
り
、
十

分
な
基
盤
整
備
が
図
ら
れ
な
い

ま
ま
市
街
化
が
進
ん
だ
都
市
に

お
い
て
往
々
に
し
て
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
稲
城
市
で
は
そ
う
し

た
ス
プ
ロ
ー
ル
化
防
止
の
面
か

ら
も
、
土
地
区
画
整
理
事
業
や

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
事
業
を
積
極
的

に
進
め
、
雨
な
ど
に
対
す
る
防

災
面
に
お
い
て
も
安
全
で
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　

市
と
い
た
し
ま
し
て
は
今
後

と
も
南
山
東
部
土
地
区
画
整
理

事
業
を
は
じ
め
様
々
な
事
業
の

機
会
を
と
ら
え
て
雨
水
対
策
を

進
め
、
都
市
の
安
全
性
を
よ
り

一
層
高
め
て
参
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

Ｑ
３　

大
地
震
も
想
定
し
た
造

成
工
事
の
設
計
が
な
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
が
、
ど
の
程
度
の

地
震
を
想
定
し
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。
豪
雨
と
大
地
震
が
同

時
に
起
き
た
場
合
で
も
大
丈
夫

な
の
で
し
ょ
う
か
。

 
Ａ 　

設
計
に
あ
た
り
準
拠
し

て
い
る
「
宅
地
防
災
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
や

新
潟
中
越
地
震
を
踏
ま
え
改
訂

さ
れ
た
も
の
で
す
の
で
、
こ
の

ク
ラ
ス
の
地
震
に
は
十
分
に
対

応
す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
盛
土
の
検
討
に

お
い
て
は
降
雨
状
況
に
お
い

て
も
土
中
に
過
剰
な
水
圧
が

生
じ
な
い
こ
と
を
確
認
し
、

こ
の
状
況
下
で
大
規
模
地
震

が
生
じ
た
場
合
に
も
地
盤
の

安
定
が
保
た
れ
る
こ
と
を
確

認
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
４　

事
業
完
了
後
に
組
合

は
解
散
し
て
し
ま
い
ま
す
が
、

将
来
、
造
成
上
の
問
題
が
生

じ
た
時
に
誰
が
責
任
を
と
る

の
で
し
ょ
う
か
。

 
Ａ 　

ご
指
摘
の
よ
う
な
問

題
が
生
じ
な
い
よ
う
、調
査
、

検
討
、
施
行
に
は
万
全
を
期

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
工

事
完
了
後
も
地
盤
が
安
定
し

た
こ
と
を
観
測
、
確
認
し
て

か
ら
土
地
利
用
を
開
始
し
ま

す
。
市
と
し
て
も
そ
う
し
た

安
全
な
工
事
が
行
わ
れ
る
よ

う
組
合
を
指
導
し
て
ま
い
り

ま
す
。

Ｑ
５　

貴
重
な
市
民
の
税
金

を
こ
の
地
区
に
投
入
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
南
山
の
自
然
を

活
か
す
方
法
は
土
地
区
画
整

理
事
業
以
外
に
な
い
の
で
し

ょ
う
か
。

 
Ａ 　

本
事
業
の
事
業
計
画

は
自
然
環
境
の
保
全
や
事
業

の
確
実
性
に
も
十
分
に
配
慮

さ
れ
て
お
り
、
市
及
び
都
の

補
助
金
に
つ
い
て
も
そ
の
補

助
額
に
対
し
て
得
ら
れ
る
様

々
な
事
業
メ
リ
ッ
ト
を
考
え

る
と
、
非
常
に
高
い
費
用
対

効
果
が
得
ら
れ
る
事
業
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
と
し
て
は
、
南
山
東
部

土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
り
、

こ
の
地
域
が
抱
え
る
様
々
な

課
題
を
解
決
し
、
将
来
に
渡

り
市
民
に
親
し
ま
れ
、
愛
さ

れ
る
緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

が
進
め
ら
れ
る
よ
う
こ
の
事

業
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

特集Ⅲ

安
全
で
緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

安
全
で
緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

 

南
山
東
部
土
地
区
画
整
理
事
業

南
山
東
部
土
地
区
画
整
理
事
業

に
つ
い
て

に
つ
い
て

▽
問
い
合
わ
せ

開
発
調
整
課
開
発
調
整
係

▽
問
い
合
わ
せ　

開
発
調
整
課
開
発
調
整
係

工工
業業
統統
計計
調調
査査
にに

ごご
協協
力力
くく
だだ
ささ
いい



２１・１・１５ 代表電話は３７８－２１１１　（４）

　

グ
ラ
フ
１
は
、
市
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
の
決
算
状

況
で
す
。
歳
入（
収
入
）は
総
額

　

億
７
２
６
万
円
、
歳
出
（
支

６５出
）
は　

億
２
６
２
万
円
で
、

６５

差
し
引
き
額
は
４
６
４
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
加
入
者
（
被
保

険
者
）
は
、　

年
度
と
比
べ
、

１８

１
５
８
人
の
増
で
し
た
。ま
た
、

長
年
会
社
に
勤
務
し
た
方
で
年

金
受
給
権
が
発
生
し
た
方
が
対

象
と
な
る
退
職
者
医
療
制
度
に

新
た
に
該
当
と
な
っ
た
方
は
、

３
２
７
人
で
す（
左
下
表
参
照
）。

　

国
民
健
康
保
険
は
、
万
一
の
病
気
・
け
が
な
ど
に
備
え
て
、
地
域
に
住
む
加
入
者
の
皆

さ
ん
が
お
金（
税
金
）を
出
し
合
い
、
医
療
費
な
ど
に
充
て
る
相
互
扶
助
の
制
度
で
す
。
ま

た
、
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
や
そ
の
扶
養
家
族
な
ど
で
な
い
す
べ
て
の
人

が
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
民
健
康
保
険
事
業
の
財
政
は
、
市
の
税
金
な
ど
の

収
入
や
、
土
木
・
福
祉
な
ど
の
事
業
支
出（
一
般
会
計
）と
切
り
離
し
、
特
別
会
計
で
運
営

す
る
独
立
採
算
の
制
度
で
す
。　

年
度
の
市
国
民
健
康
保
険
事
業
の
決
算
状
況
を
お
知
ら

１９

せ
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
加
入

者
が
納
め
る
保
険
税
が　

億
７

１８

６
１
万
円
、
国
か
ら
の
支
出
金

が　

億
４
千
８
４
４
万
円
、
退

１３
職
者
医
療
制
度
の
該
当
者
の
医

療
費
に
充
て
る
交
付
金
が　

億
１５

３
千
７
６
４
万
円
、
都
の
支
出

金
３
億
７
千
６
６
２
万
円
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
毎

月
支
払
う
医
療
費
を
賄
え
ま
せ

ん
の
で
、
一
般
会
計
や
基
金
か

ら
の
繰
り
入
れ
８
億
２
千
８
０

４
万
円
を
行
い
、
必
要
な
費
用

を
確
保
し
て
、
収
支
の
均
衡
を

千　

万
円
、
介
護
保
険
を
運
営

７６
す
る
た
め
に
３
億
６
千
４
９
９

万
円
を
支
出
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
を
合
わ
せ
る
と　

億
３
千

５７

３
３
５
万
円
と
な
り
、
歳
出
全

体
の　

・
２
％
を
占
め
る
こ
と

８８

　

グ
ラ
フ
２
は
、
年
度
ご
と
の

一
人
当
り
の
国
民
健
康
保
険
税

と
医
療
費
を
一
般
・
退
職
・
老

人
保
健
別
に
比
較
し
た
も
の
で

す
。

　

加
入
者
一
人
当
た
り
の
病
院

な
ど
へ
支
払
っ
た
額
は
、
各
制

度
合
算
の
平
均
で
、　

年
度
は

１８

　

万
５
千
８
５
２
円
、　

年
度

２７

１９

は　

万
５
千
５
２
１
円
で
９
千

２８
６
６
９
円
の
増
額
と
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
を
見
る

と
老
人
保
健
分
は
４
・
７
％
の

増
加
、
退
職
分
は
３
・
７
％
の

増
加
、
一
般
分
は
３
・
９
％
の

増
加
と
な
り
、
全
体
で
は
３
・

５
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

医
療
制
度
改
革
に
よ
る
医
療

費
の
抑
制
策
で
は
、
一
人
ひ
と

り
の
健
康
増
進
に
つ
い
て
、
疾

　

年
間
、
数
十
億
円
に
な
る
医

療
費
は
、
原
則
と
し
て
国
民
健

康
保
険
の
加
入
者
が
納
め
て
い

る
保
険
税
と
国
な
ど
か
ら
の
負

担
金
で
病
院
な
ど
に
支
払
う
も

の
で
す
が
、
現
状
は
東
京
都
や

市
か
ら
の
援
助
が
な
け
れ
ば
医

療
費
の
支
払
い
が
で
き
ま
せ
ん
。

今
後
、
医
療
の
高
度
化
、
高
齢

化
の
進
行
や
生
活
習
慣
病
の
増

加
な
ど
に
伴
っ
て
医
療
費
が
さ

ら
に
増
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の

中
で
国
民
健
康
保
険
事
業
を
円

　

５
月　

日
か
ら
裁
判
員
制
度

２１

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
稲
城
市
明
る
い
選

挙
推
進
委
員
会
で
は
、
話
し
合

い
活
動
の
一
環
と
し
て
、
東
京

地
方
裁
判
所
八
王
子
支
部
か
ら

講
師
を
お
迎
え
し
て
、
「
裁
判

員
制
度
」
の
研
修
会
を
行
い
ま

す
。
一
緒
に
裁
判
員
制
度
に
つ

い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

※
参
加
自
由
、
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。

▽
期
日　

２
月
４
日（
水
）

▽
時
間　

２
時
〜
４
時

▽
会
場　

中
央
文
化
セ
ン
タ
ー

※
４
階
集
会
室
で
行
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局

　
　

年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ

20
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
稲
城
市
審

査
会
で
選
ば
れ
た
作
品
の
展
示

を
下
表
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
各
会
場
と
も
、
展
示
期
間
の

最
終
日
の
展
示
は
３
時
ま
で
で

す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局

会場展示期間

（株）三和稲城店１月２３日（金）～２月１０
日（火）

総合体育館２月１１日（水）～２月２０
日（金）（１４日を除く）

第二文化センター２月２１日（土）～３月３
日（火）

第三文化センター３月４日（水）～３月１７
日（火）

中央文化センター３月１８日（水）～３月２７
日（金）

　

医
療
費
通
知
は
日
頃
の
健
康

管
理
や
医
療
の
適
正
な
受
診
に

対
す
る
認
識
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
、
医
療
機
関
な
ど
で
受

診
さ
れ
た
場
合
、
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
方
に
医
療

費
総
額（　

割
）の
通
知
を
す
る

１０

も
の
で
す
。

▽
対
象　

病
院
等
受
診
＝　

年
２０

８
月
・
９
月
・　

月
診
療
分
、

１０

柔
道
整
復
分
＝　

年
９
月
・　

２０

１０

月
・　

月
に
市
に
請
求
が
あ
っ

１１

た
も
の
。
い
ず
れ
の
場
合
も
保

険
点
数
が　

点
以
上
の
診
療
な

３００

ど
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

通
知
の
あ
て
名
は
、　

年
４

２０

月
１
日
現
在　

歳
以
上
の
方
に

１８

は
個
人
名
で
、
そ
れ
以
外
の
方

に
は
世
帯
主
名
で
送
付
し
ま
す
。

な
お
、
送
付
を
希
望
し
な
い
方

は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
れ
ま
で
に
連
絡
が
あ
っ
た

方
に
は
送
付
し
ま
せ
ん
。

※
こ
の
医
療
費
通
知
は
、
会
社

の
社
会
保
険
や
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
な
ど
に
該
当
し
て
い
る

方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

▽
問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課

国
民
健
康
保
険
係

　

申
し
込
み
手
続
き
は
簡
単
で

す
。
市
内
の
銀
行
な
ど
の
金
融

機
関
、
郵
便
局
、
市
役
所
で
申

込
用
紙
に
記
入
し
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

年度別加入者状況（年間平均）

介護老健退職一般全体年度

７,６４２人４,３１４人２,８３１人１５,７７９人２２,９２４人１５年度

７,８０５人４,３３１人３,２８２人１６,１４６人２３,７５９人１６年度

７,８２５人４,２１４人３,８６１人１６,０５８人２４,１３３人１７年度

７,６６７人３,９１４人４,８４１人１５,８２９人２４,５８４人１８年度

７,５４５人３,７８０人５,１６８人１５,７９４人２４,７４２人１９年度

明
る
い
選
挙

明
る
い
選
挙

啓
発
ポ
ス
タ
ー

啓
発
ポ
ス
タ
ー

作
品
展

作
品
展

国
民
健
康
保
険

医医
療
費
通
知
を

療
費
通
知
を

送
付
し
ま
す

送
付
し
ま
す

　

年
度
３
回
目

年
度
３
回
目

2020

国
民
健
康
保
険
税
は

国
民
健
康
保
険
税
は

便
利
で
確
実
な

 

便
利
で
確
実
な

「
口
座
振
替
」
で

「
口
座
振
替
」
で

滑
に
運
営
し
て
い
く
た
め
に
は
、

加
入
者
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い

た
だ
く
保
険
税
が
非
常
に
重
要

な
財
源
と
な
り
ま
す
。

　
　

年
度
の
保
険
税
収
納
率
は
、

１９

　

・
３
％
と
東
京　

市
中
で
は

８０

２６

第
４
位
で
し
た
（
現
年
分　

・
９２

１
％
、
滞
納
分　

・
３
％
）
。

２４

決
算
で
は
約
４
億
１
９
５
万
円

の
未
納
が
あ
り
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
は
助
け
合
い

の
制
度
で
す
。
収
め
忘
れ
が
な

い
か
も
う
一
度
お
確
か
め
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
税
に
つ
い
て

ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
、
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
万
一
納
め

忘
れ
が
続
い
て
し
ま
い
ま
す
と
、

や
む
を
得
ず
有
効
期
間
の
短
い

「
短
期
保
険
証
」
や
、
医
療
費

全
額
自
己
負
担
の
「
資
格
証
明

書
」
の
発
行
に
切
り
替
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

保
険
税
の
納
め
忘
れ
は

保
険
税
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

あ
り
ま
せ
ん
か

加
入
者
一
人
当
り
の

加
入
者
一
人
当
り
の

医
療
費
は
増
加
傾
向

医
療
費
は
増
加
傾
向

病
予
防
を
重
視
し
た
生
活
習
慣

の
改
善
を
促
し
て
お
り
ま
す
。

　

医
療
費
を
節
約
す
る
こ
と
は

結
果
的
に
家
計
や
保
険
税
負
担

の
増
大
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。

歳
入
歳
入

保
っ
て
い
ま
す
。

　

共
同
事
業
交
付
金
は
都
内
保

険
者
の
保
険
税
の
平
準
化
や
財

政
の
安
定
化
を
図
る
た
め
に
、

都
内
の
す
べ
て
の
市
区
町
村
が

拠
出
す
る
財
源
を
も
と
に
交
付

さ
れ
る
も
の
で
す
。

歳
出
歳
出

　

歳
出
は
、
病
院
な
ど
に
支
払

う
医
療
費
や
高
額
療
養
費
、
出

産
育
児
一
時
金
、
葬
祭
費
な
ど

の
保
険
給
付
費
が　

億
５
千
７

４２

６
０
万
円
、
老
人
保
健
医
療
制

度
を
運
営
す
る
た
め
に　

億
１

１１

に
な
り
ま
す
。

８００，０００円�

７００，０００円�

６００，０００円�

５００，０００円�

４００，０００円�

３００，０００円�

２００，０００円�

１００，０００円�

０円�
１５年度�

グラフ２　加入者一人当たりの保険者負担医療費と保険税収入額の推移�

グラフ１　市国民健康保険事業特別会計決算状況（１９年度）�

１６年度� １７年度� １８年度�

老人保健…国保加入者老人保健の医療費�
退職…退職者医療制度に該当する方の医療費�
全体…各制度の合算の医療費�
一般…老人保健・退職以外の方の医療費�
国民健康保険税（滞納分を含む）�

６５７，７９２円�
６４８，７４４円�

７００，１８１円�

７３０，６８３円�

２６２，０１８円�

２４９，３７９円�

２７７，６２０円�

２５３，６６６円�

３０２，９８１円�

２６４，８１４円�

３１４，９１３円�

２７５，８５２円�

１５１，４４１円�１４４，７９７円�１４４，２２８円�１３７，２５６円�

７０，６６４円� ７０，８１８円� ７１，７１４円� ７２，３２３円�

１９年度�

７６５，１４０円�

３２６，４３５円�

２８５，５２１円�

１５７，３４６円�

７３，０５８円�

国民健康保険税�
１８億７６１万円�
２７.８％�

一般医療費�
２４億８，５１３万円�
３８.２％�

退職者医療費�
１６億８，７０２万円�
２５.９％�

老健拠出金�
１１億１，０７６万円�
１７.１％�

国庫支出金�
１３億４，８４４万円�
２０.７％�

退職者交付金�
１５億３，７６４万円�
２３.６％�

国民健康保険税�
１８億７６１万円�
２７.８％�

一般医療費�
２４億８，５１３万円�
３８.２％�

退職者医療費�
１６億８，７０２万円�
２５.９％�

老健拠出金�
１１億１，０７６万円�
１７.１％�

介護納付金�
３億６，４９９万円�
５.６％�

共同事業拠出金�
６億１，４１７万円�
９.４％�

その他�
（出産育児一時金など）�
２億４，０５５万円�
３.８％�

国庫支出金�
１３億４，８４４万円�
２０.７％�

退職者交付金�
１５億３，７６４万円�
２３.６％�

繰入金�
８億２，８０４万円�
１２.７％�

都支出金�
３億７，６６２万円�
５.８％�

共同事業交付金�
５億５，５５２万円�
８.５％�

その他（繰越金など）�
５，３３９万円�
０.９％�

歳入�

６５億�
７２６万円�

�

歳出�

６５億�
２６２万円�

�

稲
城
市
明
る
い
選
挙

稲
城
市
明
る
い
選
挙

推
進
委
員
会

推
進
委
員
会

裁裁
判
員
制
度

判
員
制
度

に
つ
い
て

 

に
つ
い
て

一
緒
に

　

一
緒
に
学
ん
で

学
ん
で

み
ま
せ
ん
か

み
ま
せ
ん
か

年
度

　

年
度

１９１９市
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
の

市
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
の

決
算
状
況

決
算
状
況

住基カード及び住基カード及び
電子証明書発行等業務の電子証明書発行等業務の
土曜開庁実施について土曜開庁実施について

　１月２４日と２月２８日の土曜開庁日に、
住民基本台帳カード（住基カード）と電子
証明書の発行などの業務を臨時に行いま
す。確定申告に係る電子申告（ ｅ  －  Ｔａ 

イ ー タックス

ｘ）などをお考えの方や、平日は忙しく
て来庁が難しいという方は、ぜひこの機
会を利用してください。
※住基カード・電子証明書の即日交付に
は条件があります。詳しくは問い合わせ
てください。

▽時間　８時３０分～正午、１時～４時３０分

▽発行手数料　住基カード５００円、電子証
明書５００円

▽受付・問い合わせ　市民課市民窓口係



２１・１・１５（５）　代表電話は３７８－２１１１

愛愛称称・・
シシンンボボルルママーークク

がが決決定定！！

ごみの量（11月）�
家庭ごみ　前年同月比で約８.５％の減量�

　前年同月の一人１日当たりのご
み量は、燃えるごみ４７２グラム、
燃えないごみ４４グラム、合計５１６
グラムだったため、約８.５％の減と
なりました。さらなるごみ減量の
ため、分別などにご協力ください。

▽問い合わせ　環境課ごみ・リサ
イクル係

一人１日当たり市内収集量区　分

４２７ｇ１,０５１ｔ燃えるごみ

４５ｇ １１２ｔ燃えないごみ

４７２ｇ１,１６３ｔ合　計

�

　

市
で
は　

年　

月
に
、
市
有

２０

１１

建
築
物　

施
設
で
ア
ス
ベ
ス
ト

１４

（
石
綿
）の
含
有
の
可
能
性
が
あ

る
吹
き
付
け
建
材
に
つ
い
て
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

結
果
と
し
て
、
稲
城
第
二
小

学
校
階
段
室
最
上
階
天
井
部
か

ら
基
準
値
の
０
・
１
％
を
上
回

る
ア
ス
ベ
ス
ト
の
含
有
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
が
、
空
気
中
へ
の

浮
遊
は
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

対
策
と
し
て
、
現
場
を
立

ち
入
り
禁
止
に
し
、
冬
休
み

期
間
に
除
去
工
事
を
行
い
ま

し
た
。

　

な
お
、
他
の　

施
設
か
ら

１３

は
ア
ス
ベ
ス
ト
は
検
出
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

▽
問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育

課
庶
務
係
、
緑
と
建
設
課
建

築
営
繕
係

　

市
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止

啓
発
を
目
的
に
、
温
室
効
果
ガ

ス
の
削
減
が
進
ま
な
い
家
庭
や

オ
フ
ィ
ス
な
ど
を
対
象
と
し
た
、

日
常
生
活
な
ど
で
取
り
組
め
る

実
践
行
動
に
つ
い
て
の
「
エ
コ

か
る
た
」
を
稲
城
市
民
環
境
ク

ラ
ブ
と
協
働
で
製
作
し
ま
し
た
。

▽
内
容　

表
面
は 
川 せん 
柳 
調
で　

り
ゅ
う

４６

音
分
の
標
語
や
絵
が
、
裏
面
に

は
表
面
の
標
語
の
解
説
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
入
手
方
法　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
〔
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ⇒

く
ら
し

の
情
報⇒

環
境
・
上
下
水
道⇒

「
エ
コ
か
る
た
」
で
楽
し
み
な

が
ら
環
境
学
習
を
〕
か
ら
エ
コ

か
る
た（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
）を

Ａ
４
判
の
厚
紙
な
ど
に
印
刷
し
、

切
り
抜
き
ま
す
。

※
市
役
所
で
の
配
布
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
。

▽
協
力　

稲
城
市
民
環
境
ク
ラ

ブ

　
　

月
９
日
に
開
催
さ
れ
た
東

１１
京
都
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推

進
セ
ン
タ
ー
の
主
催
に
よ
る
、

地
球
温
暖
化
防
止
に
関
す
る
取

り
組
み
団
体
の
コ
ン
テ
ス
ト「
と

う
き
ょ
う
エ
コ
・
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
に
お
い
て
、
稲
城
市
民
環

境
ク
ラ
ブ
と
市
の
協
働
事
業「
エ

コ
か
る
た
」
が
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

優
秀
賞
は
、
と
う
き
ょ
う
エ

コ
・
コ
レ
大
賞
に
次
ぐ
も
の
で

す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
環
境

保
全
係

市市ホホーームムペペーージジ

ペペーーパパーーククララフフトトでで
消消防防車車をを作作ろろうう！！

　

都
が
、
地
球
温
暖
化
対
策
の

推
進
を
行
う
窓
口
と
し
て
指
定

し
た
組
織
「
東
京
都
地
球
温
暖

化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
」

の
愛
称
・
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が

決
定
し
ま
し
た
。
愛
称
は
「
ク

ー
ル
・
ネ
ッ
ト
東
京
」（
左
図
）

で
す
。

　

同
セ
ン

タ
ー
で
は
、

地
球
温
暖

化
対
策
と

し
て
、
啓
発
・
広
報
・
活
動
支

援
・
調
査
・
相
談
・
研
究
・
情

報
提
供
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、

稲
城
市
民
環
境
ク
ラ
ブ
な
ど
が

製
作
し
た
「
エ
コ
か
る
た
」
が

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
「
と
う
き

ょ
う
エ
コ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

の
主
催
者
で
も
あ
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
環
境

保
全
係

　

こ
れ
か
ら
定
年
を
迎
え
る
方
、

子
育
て
が
一
段
落
し
た
方
、
地

域
で
何
か
活
動
し
た
い
方
々
に
、

地
域
社
会
に
第
一
歩
を
踏
み
出

す
手
が
か
り
を
提
供
し
ま
す
。

　

自
分
の
こ
れ
か
ら
の
居
場
所

を
自
分
で
デ
ザ
イ
ン
し
た
い
方
、

地
域
に
見
つ
け
た
い
と
考
え
て

い
る
方
、
市
内
で
行
わ
れ
て
い

る
様
々
な
活
動
の
情
報
に
触
れ

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

こ
れ
か
ら
行
わ
れ
る
各
種
講

座
や
集
い
な
ど
の
紹
介
や
受
け

付
け
も
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

▽
期
日　

１
月　

日（
土
）

２４

▽
時
間　

１
時　

分
〜
４
時

３０

▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

▽
内
容

○
第
一
部
「
稲
城
で
輝
け
る
居

場
所
へ
の
お
誘
い
」
＝
し
ご
と

の
講
座
、
福
祉
活
動
、
健
康
づ

く
り
、
地
域
発
見
、
男
の
料
理

教
室
な
ど
様
々
な
活
動
を
紹
介

○
第
二
部
「
居
場
所
相
談
と
受

け
付
け
」
＝
各
分
野
で
活
躍
し

て
い
る
方
と
の
交
流

▽
費
用　

無
料

※
講
座
終
了
後
に
交
流
会
（
会

費　

円
）
が
あ
り
ま
す
。

３００
▽
共
催　

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
い
な
ぎ
、
市
立
公
民

館
、
稲
城
市
社
会
福
祉
協
議
会

▽
問
い
合
わ
せ　

市
民
活
動
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
い
な
ぎ
（
協

働
推
進
課
）　

h
ttp
://w

w
w
.

i

‐in
ag
i

‐su
p
p
ort.org

/

納期限
２月２日（月）

国民健康保険税
(第６期 )

安心！納税！口座振替 !!

▽問い合わせ　納税課納税係

「「
エエ
ココ
かか
るる
たた
」」
がが

優優
秀秀
賞賞
をを
受受
賞賞
！！▲「エコかるた」が優秀賞を受賞

ハ
ッ
ピ
ー

リ
タ
イ
ア
メ
ン
ト
講
座

自自
分
で
デ
ザ
イ
ン
す
る

分
で
デ
ザ
イ
ン
す
る

定
年
後
の
居
場
所

定
年
後
の
居
場
所

　稲城消防署に親しみを持っていただくと
ともに、火災予防意識の向上に役立てられ
たらとの思いで、稲城消防署で活躍する消
防車両のペーパークラフト（紙を切ったり
折ったりして立体的に造形すること）を作成
しました。オリジナルの 　 バスもあります。

あい

　小学生以上のお子さんから大人までが楽
しめるペーパークラフトを、ぜひ作ってみ
てください。

▽ペーパークラフトの種類（写真右から）　
化学消防車、救急車、　バス

▽作り方
市ホームページ〔トップページ⇒いざとい
う時のために⇒消防⇒ペーパークラフトで
作る消防車〕から型紙（ＰＤＦファイル）を
Ａ４判の厚紙などに印刷して、ハサミやカ
ッター、のりなどで作ります。
※稲城消防署での配布は行っていません。

▽問い合わせ　稲城消防署警防課防災係

市
有
建
築
物

市
有
建
築
物

ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
の

ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
の
結
果
結
果

　
　

年
４
月
１
日
か
ら
、
今
お

２２
住
ま
い
の
住
宅
す
べ
て
に
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
す
。
火
災
に
よ
る

死
者
の
大
半
が
煙
な
ど
の
有
毒

ガ
ス
に
よ
る
も
の
で
す
。
早
い

段
階
で
消
火
や
避
難
を
す
る
た

設
置
義
務
ま
で
あ
と
１
年

設
置
義
務
ま
で
あ
と
１
年

早
め
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
！

早
め
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
！

住
宅
用
火
災
警
報
器

住
宅
用
火
災
警
報
器

め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　

設
置
場
所
は
、
寝
室
、
階

段
、
居
間
、
台
所
な
ど
で
、
天

井
や
壁
に
自
分
で
取
り
付
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
防
災
用
品

の
取
扱
店
、
電
気
店
や
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
購
入
で
き
ま

す
の
で
、
日
本

消
防
検
定
協
会

鑑
定
品
の
「
Ｎ

Ｓ
マ
ー
ク
」（
下

図
）
の
付
い
て

い
る
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

▽
問
い
合
わ
せ　

稲
城
消
防
署

予
防
課
予
防
係　

1　

・
７
１

３７７

１
９

「「
エ
コ
か
る
た
」
で

エ
コ
か
る
た
」
で

　

楽
し
く

楽
し
く
環
境
学
習
を

環
境
学
習
を

し
て
み
ま
せ
ん
か

し
て
み
ま
せ
ん
か

○
部
屋
の
上
部
に
滞
留
し
た
暖

か
い
空
気
は
、
扇
風
機
を
短
時

間
つ
け
て
循
環
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

○
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
を
着
る
と
、

体
感
温
度
が
２
度
程
度
上
が
り

ま
す
。

○
足
や
首
の
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど

の
血
行
促
進
体
操
は
、
新
陳
代

謝
を
高
め
、冷
え
を
防
ぎ
ま
す
。

○
発
酵
食
品
で
あ
る
紅
茶
は
、

体
内
で
熱
を
作
る
の
で
、
体
が

温
ま
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
室
温
を
１
度
下
げ
て
も
湿
度

を　

％
上
げ
れ
ば
、
体
感
温
度

１５
は
変
わ
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。乾
燥
し
が
ち
な
冬
に
は
、

植
物
を
部
屋
に
置
い
た
り
、
ぬ

れ
た
タ
オ
ル
を
干
し
た
り
す
る

な
ど
し
て
、保
湿
し
ま
し
ょ
う
。

○
日
中
は
ブ
ラ
イ
ン
ド
な
ど
を

開
け
て
太
陽
光
を
取
り
入
れ
、

夜
間
は
閉
め
て
保
温
効
果
を
高

め
ま
し
ょ
う
。

▽
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
環
境

保
全
係

実
践
し
ま
し
ょ
う

実
践
し
ま
し
ょ
う

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ

東京都地球温暖化
防止活動推進センター

▲クール・ネット東京

▲米づくり体験学習「収穫祭」
（２０年１２月６日・坂浜地区）

　稲城第二小学校の収穫祭に、昨年に
引き続き読売巨人軍の若手４選手（ 円  

つぶら

 谷 内野手、中井外野手、藤村内野手、
や

伊集院捕手がかけつけ、児童と一緒に
もちつきなどを楽しみました。

▲うたごえひろば（ロビーコンサート）
（２０年１２月１３日・城山文化センター）

　毎年開催している「稲城平和コンサート」
〔今回は３月８日（日）〕前の手づくりミニ音
楽会。参加者も一緒に歌う機会としました。

▲平尾団地商店街広場
イルミネーション★

　１月３０日（金）まで、５万球もの光の粒
が瞬いています。

NS
▲ＮＳマーク
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安
定
し
た
収
入
を
得
て
自
立

す
る
た
め
、
「
就
業
し
や
す
い

技
術
や
資
格
を
取
得
し
た
い
」

「
能
力
を
高
め
た
い
」
と
い
う

母
子
家
庭
の
お
母
様
に
、
掛
か

っ
た
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

 
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

　

雇
用
保
険
制
度
の
教
育
訓
練

給
付
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
教

　

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
、
心

の
問
題
の
相
談
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
に
在
住
・
在
勤
・

在
学
す
る
、
ひ
と
り
親
家
庭
の

親▽
相
談
日　

毎
月
第
２
・
第
４

土
曜
日
（
広
報
い
な
ぎ
最
終
面

の
カ
レ
ン
ダ
ー
参
照
）

▽
時
間　

１
時
〜
４
時

▽
会
場　

福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
費
用　

無
料

▽
申
し
込
み
方
法　

社
会
福
祉

協
議
会
に
電
話
（
1　

・
３
３

３７８

　
　

歳
以
上
の
都
民
の
方
に
、

７０
東
京
バ
ス
協
会
が
、
申
し
込
み

に
よ
り
、
都
営
地
下
鉄
・
都
バ

ス
・
都
電
・
都
内
民
営
バ
ス
な

ど
を
利
用
で
き
る
「
東
京
都
シ

ル
バ
ー
パ
ス
」を
発
行
し
ま
す
。

有
効
期
間
は　

年
９
月　

日
ま

２１

３０

で
で
す
。

　
　

歳
に
な
る
月
の
初
日
か
ら

７０
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
対
象　

都
内
在
住
の　

歳
以

７０

上
の
方

※
寝
た
き
り
の
方
を
除
く
。

▽
申
し
込
み
方
法　

表
１
の
申

込
所（
発
行
所
）で
、
次
の
必
要

書
類
と
費
用
を
添
え
て
、
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
即
日
発
行

し
ま
す
。

▽
費
用
負
担
区
分　

表
２
の
と

お
り

▽
必
要
書
類

○
全
員

本
人
確
認
書
類
（
保
険
証
ま
た

は
運
転
免
許
証
）

○
表
２
の
対
象
①
に
該
当
す
る

方
（
次
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
一

つ
）

ア
＝　

年
度
介
護
保
険
料
納
入

２０

（
決
定
）通
知
書
の
所
得
段
階
区

分
欄
に
「
１
」
か
ら
「
４
」
の

い
ず
れ
か
の
記
載
が
あ
る
も
の

イ
＝　

年
度
住
民
税
非
課
税
証

２０

明
書

ウ
＝
生
活
保
護
受
給
証
明
書

○
表
２
の
対
象
②
に
該
当
す
る

方（
次
の
う
ち
い
ず
れ
か
一
つ
）

エ
＝
「
東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス

交
付
手
続
き
確
認
書
」

オ
＝　

年
度
介
護
保
険
料
納
入

１７

　

市
で
は
嘱
託
員
の
登
録
を
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
登
録

後
は
欠
員
な
ど
の
必
要
に
応
じ

て
、
面
接
な
ど
の
連
絡
を
し
ま

す
。

▽
職
種（
資
格
）　

①
保
育
士（
保

育
士
）　

②
給
食
栄
養
士
（
栄

養
士
）　

③
学
童
・
児
童
館
指

導
員
（
保
育
士
、
教
員
、
児
童

厚
生
員
の
い
ず
れ
か
）

※
②
は
業
務
内
容
に
調
理
を
含

み
ま
す
。

▽
勤
務
時
間　

原
則
週　

時
間

３５

▽
勤
務
場
所　

①
②
市
立
保
育

園　

③
学
童
ク
ラ
ブ
、
児
童
館

▽
報
酬　

月
額　

万　

円

１８

５００

※
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
加
入

　

市
立
病
院
で
は
、
４
月
以
降

に
採
用
す
る
職
員
の
募
集
を
行

い
ま
す
。

※　

年
度
中
に
勤
務
可
能
な
方

２０
は
、
試
験
日
な
ど
相
談
に
応
じ

ま
す
。

▽
職
種（
資
格
）

①
助
産
師
（
昭
和　

年
４
月
２

３３

　

都
で
は
、
現
場
復
帰
を
希
望

す
る
方
の
再
就
業
を
支
援
す
る

た
め
、
病
院
で
の
研
修
及
び
就

職
の
相
談
を
行
い
ま
す
。

▽
対
象　

保
健
師
・
助
産
師
・

看
護
師
・
准
看
護
師
の
免
許
を

お
持
ち
の
方

▽
期
日　

２
月　

日（
火
）〜　

１７

２５

日（
水
）の
平
日

▽
会
場　

市
立
病
院

▽
費
用　

無
料

※
詳
し
く
は
、
市
立
病
院
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:/
/
w
w
w
.

h
osp
ital.in

ag
i.tok
y
o.jp
/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
の
う
え
、
後
日
結
果
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

▽
申
込
期
限　

２
月
６
日

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

市
立
病
院
看
護
部
長
室　

1　

・
３７７

０
９
３
１

▽
緊
急
経
済
対
策
期
限　
　

年
２４

３
月　

日
３１

▽
利
子
補
給

○
運
転
資
金
＝
３
年
間
４
分
の

３
補
助
、
以
降
２
分
の
１
補
助

○
緊
急
運
転
資
金
＝
３
年
間
本

人
負
担
０
・
１
％

▽
信
用
保
証
料　

３
分
の
２
補

の
補
助
を
し
ま
す
。

※
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
、　
２０

年
度
か
ら　

年
度
中
に
支
払
う

２３

本
人
負
担
利
率
を
２
分
の
１
に

軽
減
し
ま
す
。

▽
対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方

①
市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
て

い
る　

歳
以
上
の
方
で
、
市
税

２０

を
滞
納
し
て
い
な
い
方

②
平
成　

年
の
世
帯
合
計
所
得

２０

（
給
与
収
入
の
み
の
世
帯
の
場

合
、
控
除
後
の
所
得
）
が　

万
６００

円
以
内
の
方

③
安
定
し
、
継
続
し
た
収
入
の

あ
る
方

④
勤
続
年
数
ま
た
は
営
業
年
数

が
１
年
以
上
で
、
現
在
も
継
続

し
て
い
る
方

⑤
信
用
保
証
機
関
の
保
証
が
得

ら
れ
る
方

▽
融
資
限
度
額（
返
済
期
間
）　

　

万
円（
５
年
以
内
）

１００▽
融
資
利
率

○
本
人
負
担
＝
１
・　

％
１８８

○
市
補
助
＝
１
・　

％
８１２

※　

年
度
か
ら　

年
度
中
に
支

２０

２３

払
う
本
人
負
担
利
率
の
２
分
の

１（
０
・　

％
）は
、
借
り
受
け

５９４

者
ご
本
人
の
請
求
に
よ
り
、
市

か
ら
ご
本
人
に
お
支
払
い
し
ま

す
。

▽
申
請
書
類

①
申
請
書
（
経
済
課
で
配
布
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
入
手
で

き
ま
す
）

②
最
新
の
源
泉
徴
収
票
ま
た
は

確
定
申
告
書
の
写
し
な
ど
収
入

を
証
明
す
る
書
類

③
住
民
票（
謄
本
）

④
印
鑑
証
明
書

⑤
入
学
案
内
な
ど
資
金
の
使
い

道
が
確
認
で
き
る
書
類
（
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

※
こ
の
教
育
資
金
の
ほ
か
、
出

産
・
住
宅
資
金
も
あ
り
ま
す
。

表１　シルバーパス申込所（発行所）

申込日（発行日）・時間申込所（発行所）

月初めの５日間
（土・日曜日、祝日を除く）
９時～正午、１時～５時

稲城市シルバー人材センター
（地域振興プラザ内）
1３７７－２２１２

毎日
午前８時～午後８時

小田急バス新百合ヶ丘案内所
（小田急線新百合ヶ丘駅バス
ロータリー内）
1０４４－９５２－１２８０

助▽
融
資
額

○
運
転
資
金
＝　

万
円
以
内

７００

○
緊
急
運
転
資
金
＝　

万
円
以

４００

内▽
対
象　
（
緊
急
運
転
資
金
）最

近
３
カ
月
の
売
上
高
ま
た
は
生

産
額
が
前
年
同
期
と
比
較
し
て

３
％
以
上
減
少
し
て
い
る
こ
と

※
こ
の
他
、
一
定
の
要
件
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

経
済

課
商
工
係

　

市
で
は
、
教
育
（
入
学
金
・

授
業
料
な
ど
）
資
金
の
調
達
を

予
定
す
る
方
に
、
取
扱
金
融
機

関
へ
の
融
資
あ
っ
せ
ん
と
金
利

育
訓
練
講
座
の
受
講
を
終
了
後
、

掛
か
っ
た
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。
た
だ
し
、
受
講
す
る

前
に
講
座
指
定
申
請
が
必
要
で

す
。

 
高
等
技
能
訓
練
促
進
費

（
入
学
支
援
修
了
一
時
金
）

　

看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、
保

育
士
、
理
学
療
法
士
な
ど
の
資

格
取
得
の
た
め
、
２
年
以
上
養

成
機
関
に
通
っ
て
い
る
修
了
見

込
み
の
方
に
、
生
活
費
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
に
住
所
を
有
す

る　

歳
未
満
の
子
供
を
扶
養
し

２０
て
い
る
母
子
家
庭
の
母
（
児
童

扶
養
手
当
受
給
者
ま
た
は
同
様

の
所
得
水
準
に
あ
る
方
）
な
ど

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

生
活

福
祉
課
地
域
福
祉
係

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、　
２１

年
３
月
に
助
産
学
校
な
ど
を
卒

業
見
込
み
で
助
産
師
資
格
を
取

得
見
込
み
の
方
）

②
看
護
師
（
昭
和　

年
４
月
２

３８

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、　
２１

年
３
月
に
看
護
学
校
な
ど
を
卒

業
見
込
み
で
看
護
師
資
格
を
取

得
見
込
み
の
方
）

▽
募
集
人
員　

①
②
あ
わ
せ
て

　

人
程
度

２０▽
試
験
日　

３
月
７
日（
土
）

▽
提
出
書
類　

履
歴
書
（
市
販

の
も
の
に
自
書
・
顔
写
真
張
り

付
け
）、
資
格
免
許
証
の
写
し
、

最
終
学
校
の
卒
業
見
込
み
証
明

書
（
資
格
免
許
証
を
お
持
ち
で

な
い
方
の
み
）

▽
応
募
方
法　

提
出
書
類
を
直

接
持
参
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
）
ま
た
は
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限　

２
月　

日
２０

※
施
設
見
学
を
平
日
の
１
時　
３０

分
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
（
事
前

に
電
話
で
予
約
必
要
）
。

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

市
立

病
院
管
理
課
庶
務
係　

1　

・
３７７

０
９
３
１

▽
対
象　

任
用
さ
れ
る
年
度
に

　

歳
と
な
る
方
ま
で

６５▽
任
用
期
間　

年
度
単
位

※
年
度
途
中
で
の
任
用
あ
り（
任

用
開
始
日
は
応
相
談
）

▽
登
録
期
間　

登
録
の
日
か
ら

約
１
年
間

※
再
度
希
望
す
る
場
合
は
、
改

め
て
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
登
録
方
法　

申
込
書
・
質
問

票
（
人
事
課
、
平
尾
・
若
葉
台

出
張
所
、
各
文
化
セ
ン
タ
ー
で

配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
入
手
で
き
ま
す
）
を
持
参
ま

た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
登
録
・
問
い
合
わ
せ　

人
事

課
人
事
給
与
係

（
決
定
）通
知
書
の
所
得
段
階
区

分
欄
に
「
１
」
か
ら
「
３
」
の

い
ず
れ
か
の
記
載
が
あ
る
も
の

カ
＝　

年
度
住
民
税
非
課
税
証

１７

明
書

※
イ
と
カ
は
課
税
課
で
発
行
し

て
い
ま
す（
手
数
料　

円
）。

２００

※
エ
は　

年
度
の
住
民
税
が「
課

２０

税
」
で
、　

年
度
の
住
民
税
が

１７

母母
子子
家家
庭庭

自自
立立
支支
援援

給給
付付
金金
事事
業業

６
６
、
月
〜
金
曜
日
の
９
時
〜

５
時
）
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

生
活
福
祉
課

地
域
福
祉
係

東
京
都
看
護
職
員

東
京
都
看
護
職
員

地
域
就
業

 

地
域
就
業支

援
研
修

支
援
研
修

募
集市市

立立
病病
院院
職職
員員

募
集

市市
嘱嘱
託託
員員登登

録録
者者

緊
急
経
済
対
策

中
小
企
業
の
皆
さ
ん
へ

小小
口
事
業
資
金
な
ど

口
事
業
資
金
な
ど

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

を
拡
充

を
拡
充

　

最
近
の
経
済
状
況
の
影
響
に

よ
り
業
績
が
悪
化
し
た
市
内
の

中
小
企
業
者
の
方
に
、
そ
の
資

金
繰
り
を
支
援
す
る
た
め
、
融

資
あ
っ
せ
ん
制
度
を
拡
充
し
ま

す
。小口

事
業
資
金
・

小
口
零
細
企
業
資
金

教
育
資
金

教
育
資
金

融
資
あ
っ
せ
ん
を

融
資
あ
っ
せ
ん
を

拡
充
し
ま
し
た

拡
充
し
ま
し
た

教
育
資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん

▽
融
資
限
度
額（
返
済
期
間
）

○
申
請
か
ら
融
資
実
行
ま
で
、

１
カ
月
程
度
か
か
り
ま
す
。

○
あ
っ
せ
ん
先
金
融
機
関
の

審
査
に
よ
り
、
融
資
金
額
が

希
望
額
に
達
し
な
い
、
ま
た

は
融
資
が
受
け
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
（
こ
の
住
宅

資
金
融
資
あ
っ
せ
ん
と
住
宅

ロ
ー
ン
の
併
用
は
、
で
き
ま

せ
ん
。
）

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

経

済
課
消
費
生
活
係

出
産
資
金
・
住
宅
資
金
の

融
資
あ
っ
せ
ん

◆
教
育
・
出
産
・
住
宅
資
金

の
融
資
あ
っ
せ
ん
の
共
通

事
項

○
出
産
資
金
＝　

万
円
（
３

５０

年
以
内
）

○
住
宅
資
金
＝　

万
円
（
５

３００

年
以
内
）

▽
融
資
利
率

○
本
人
負
担
＝
１
・　

％
１８８

○
市
補
助　

＝
１
・　

％
８１２

※
申
請
書
類
な
ど
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

発行します発行します

シルバーパスシルバーパス

「
非
課
税
」
で
あ
っ
た
方
に
の

み
８
月
末
ま
で
に
送
付
さ
れ
て

い
ま
す
。
再
発
行
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
な
い
場
合
は　

年
度

１７

の
住
民
税
非
課
税
証
明
書
ま
た

は
生
活
保
護
受
給
証
明
書
を
用

意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

社
団
法
人
東

京
バ
ス
協
会　

1　

・
５
３
０

０３

８
・
６
９
５
０
、
市
役
所
高
齢

福
祉
課
高
齢
福
祉
係

表２　費用負担区分

費用対象

１,０００円①２０年度の住民税が「非課税」の方

１,０００円

②税制改正により２０年度の住民税は
「課税」であるが、１７年度の住民税
は「非課税」であった方
※２０年度経過措置

２０,５１０円③２０年度の住民税が「課税」の方

※③の方で、２１年４月以降に申し込む場合は、１０,２５５円に
なります。

ご
相
談
く
だ
さ
い

ご
相
談
く
だ
さ
い

 

ひ
と
り
親
家
庭

ひ
と
り
親
家
庭

心
の
専
門
相
談

心
の
専
門
相
談



２１・１・１５（７）　代表電話は３７８－２１１１

　

心
に
響
く
美
し
い
歌
声
と
ピ

ア
ノ
の
演
奏
を
聴
き
ま
せ
ん
か
。

※
途
中
休
憩
タ
イ
ム
に
コ
ー
ヒ

ー
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

▽
期
日　

１
月　

日（
土
）

２４

▽
時
間　

２
時
〜
４
時

▽
会
場　

城
山
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
費
用　

無
料

▽
内
容　

ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
皆

さ
ん
に
な
じ
み
の
あ
る
日
本
の

曲
を
美
し
い
歌
声
と
ピ
ア
ノ
演

奏
で
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
出
演　

独
唱（
ソ
プ
ラ
ノ
）＝

原
嶋　

絵
美
氏
、
ピ
ア
ノ
＝
田

日（
火
）〜
３
月
８
日（
日
）・
総

合
体
育
館

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

い
な

ぎ
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
ル
ネ
ス
財
団

（
総
合
体
育
館
内
）　

〒　

・　
２０６

０８２１

稲
城
市
長
峰
１
の
１

応
募
・
問
い
合
わ
せ�

 1
３
３
１
・
７
１
５
６�

受
講
者
募
集

 
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

陽
だ
ま
りロ

ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

シルバー
人材
センター
問い合わせ

1３７７・２２１２

▽
対
象　

都
内
在
住
ま
た
は
在

勤
の
方
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方

①
尋
常
小
学
校
か
国
民
初
等
科

を
修
了
し
て
、
高
等
学
校
の
入

学
資
格
の
な
い
方

②
現
行
制
度
で
の
義
務
教
育
未

修
了
で
学
齢
相
当
年
齢
を
超
過

し
た
方
で
、
①
に
準
ず
る
方

　

卒
業
式
・
入
学
式
前
を
狙
っ

た
悪
質
商
法
が
増
え
て
い
ま
す
。

若
者
が
被
害
に
遭
い
や
す
い
架

空
請
求
・
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
・

マ
ル
チ
商
法
な
ど
を
対
象
に
相

談
に
応
じ
ま
す
。

▽
対
象　

契
約
当
事
者
が　

歳
２９

以
下
の
方

▽
期
日　

１
月　

日（
金
）

３０

▽
時
間　
　

時
〜
３
時

１０

※
正
午
〜
１
時
を
除
く
。

▽
若
者
の
ト
ラ
ブ
ル　

番　

1

１１０

　

電
子
レ
ン
ジ
や
炊
飯
器
な
ど

を
活
用
し
て
、
ひ
と
り
で
で
き

る
簡
単
な
料
理
を
作
っ
て
試
食

し
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
の
知
的
障

害
の
あ
る
方

▽
募
集
人
数　
　

人
程
度

１０

▽
期
日　

１
月　

日（
日
）

２５

▽
時
間　
　

時
〜
２
時

１０

▽
会
場　

福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
メ
ニ
ュ
ー　

豚
肉
し
ょ
う
が

焼
、
炊
き
込
み
ご
飯
、
蒸
し
パ

ン
な
ど

▽
費
用　
　

円
程
度（
食
材
費
）

３５０

▽
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角

 
巾 
、
手
ふ
き
タ
オ
ル
、
米
１
合

き
ん▽

申
込
期
限　

１
月　

日
２２

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協
議
会
在
宅
支
援
係

1　

・
８
４
２
６

３７８
参
加
者
募
集

　

料
理
教
室

パソコン講習会
受講料

時間期日コース
テキスト代
３,０００円

９時３０分～１２時３０分２月３日（火）・４日
（水）

①初めてのパソコン
（２日間） 無料

１０,０００円
９時４５分～１２時４５分２月７日～３月２８日

の毎週土曜８日間
②エクセル講座
（土曜午前コース）  ２,１００円

１０,０００円
１時４５分～４時４５分２月７日～３月２８日

の毎週土曜８日間
③ワード講座
（土曜午後コース）  ２,１００円

特別電話相談特別電話相談

若者の若者の
トラブル１１０番トラブル１１０番

１月１月30日（金）１030日（金）１0時～３時時～３時

公
園
写
真
展
作
品
募
集

る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

が
、　

年　

月
１
日
よ
り
施
行

２０

１２

さ
れ
、
特
別
遺
族
給
付
金
の
支

給
対
象
が
、　

年
３
月　

日
ま

１８

２６

で
に
亡
く
な
っ
た
労
働
者
ま
た

は
特
別
加
入
者
の
ご
遺
族
の
方

へ
と
拡
大
さ
れ
ま
す
。

　

心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
早

急
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
労
災
保
険
の
遺
族
補
償
給
付

を
受
け
る
権
利
が
時
効
に
よ
っ

て
消
滅
し
た
場
合
に
限
り
ま
す
。

▽
特
別
遺
族
給
付
金
請
求
期
限

　

年
３
月　

日

２４

２７

▽
問
い
合
わ
せ　

東
京
労
働
局

労
災
補
償
課　

1　

・
３
５
１

０３

２
・
１
６
１
８
、
八
王
子
労
働

基
準
監
督
署　

1　

・　

・
５

０４２

６４２

２
９
６

▽
募
集　
　

人
４０

▽
選
考
日　

３
月
８
日（
日
）午

前　

時
〜

１０
▽
申
し
込
み
方
法　

１
月
８
日

（
木
）〜
２
月　

日（
金
）（
必
着
）

２７

に
願
書
を
郵
送
ま
た
は
直
接
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

〒　

・　

千
代
田
区
一
ツ
橋
２

１０１

０００３

の
６
の　
　

千
代
田
区
立
神
田

１４

一
橋
中
学
校
通
信
教
育
課
程　

1　

・
３
２
６
５
・
５
９
６
１

０３

さ
い
。

▽
応
募
方
法　

往
復
は
が
き
に

希
望
コ
ー
ス
名（
複
数
可
）・
住

所
・
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）・
年
齢
・

性
別
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う

え
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
内
容
な
ど
の
詳
細
は
、
最
寄

り
の
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
ポ

ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
、
ま
た
は
ホ

　

あ
な
た
の
好
き
な
稲
城
市
の

緑
豊
か
な
公
園
写
真
を
募
集
し

ま
す
。

▽
テ
ー
マ　

「
稲
城
の
公
園
と

市
街
地
」
春
夏
秋
冬

▽
規
格
・
サ
イ
ズ　

カ
ラ
ー
プ

リ
ン
ト
、
四
つ
切
り
、
六
つ
切

り
、
キ
ャ
ビ
ネ
、
Ａ
４

※
作
品
は
未
発
表
の
も
の
で
、

一
人
２
点
ま
で

▽
応
募
方
法　

応
募
要
領
（
総

合
体
育
館
受
付
窓
口
で
配
布
）

に
あ
る
応
募
票
を
、
作
品
に
添

付
し
て
、
持
参
ま
た
は
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
さ
れ
た
方
全
員
に
記
念

品
を
贈
呈
し
ま
す
。

▽
応
募
期
限　

２
月
７
日
必
着

▽
展
示
期
間
・
会
場　

２
月　
２４

ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://h
om
e

page3.nifty.com
/inagi

‐sc/

）

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限　

１
月　

日
必
着

２２

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
パ
ソ
コ
ン

講
習
会
係
、
〒　

・　

稲
城
市

２０６

０８０２

東
長
沼
２
１
１
２
の
１

▽
対
象　
　

歳
以
上
の
方

１８

※
②
③
は
文
字
入
力
の
で
き
る

方※
お
子
さ
ん
を
連
れ
て
の
受
講

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▽
コ
ー
ス
・
期
日
・
受
講
料
な

ど　

下
表
の
と
お
り

※
使
用
パ
ソ
コ
ン
は
ウ
ィ
ン
ド

ウ
ズ
Ｘ
Ｐ
搭
載
の
ノ
ー
ト
パ
ソ

コ
ン
で
す
。
オ
フ
ィ
ス
２
０
０

３
を
使
用
し
ま
す
。

▽
定
員　

各
コ
ー
ス　

人
１５

▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

中　

葵
氏
（
と
も
に
国
立
音
楽

大
学
卒
業
）

▽
主
催　

稲
城
市
社
会
福
祉
協

議
会
・
喫
茶
陽
だ
ま
り

▽
問
い
合
わ
せ　

喫
茶
陽
だ
ま

り　

1　

・
５
２
３
１

３７９

　

原
油
高
や
エ
コ
ロ
ジ
ー
と

い
う
理
由
で
湯
た
ん
ぽ
が
流

行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ

の
時
期
店
頭
で
は
ク
ラ
ッ
シ

ッ
ク
な
ブ
リ
キ
製
か
ら
カ
ラ

フ
ル
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
な

ど
様
々
な
商
品
を
目
に
し
ま

す
。
そ
の
せ
い
か
近
年
皮
膚

科
で
は
、
お
子
さ
ん
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
、
特
に
若
い
女

性
の
湯
た
ん
ぽ
に
よ
る
低
温

熱
傷
の
患
者
さ
ん
が
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

低
温
熱
傷
と
は
、
お
湯
や

油
な
ど
の
高
温
で
は
な
く
、

暖
か
く
て
気
持
ち
い
い
と
感

じ
る　

度
程
度
の
比
較
的
低

４０

温
の
熱
源
が
同
一
個
所
に
長

時
間
接
触
し
続
け
る
こ
と
に

よ
り
生
じ
る
や
け
ど（
熱
傷
）

の
こ
と
で
す
。

　

一
般
的
な
熱
傷
を
炒
め
物

と
す
る
と
、
こ
の
低
温
熱
傷

は
煮
込
ん
だ
料
理
に
例
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
炒
め
物

は
短
時
間
で
も
高
温
で
表
面

に
コ
ゲ
を
作
る
こ
と
に
よ
り

食
材
内
部
か
ら
の
水
分
の
損

失
を
防
ぎ
、
食
感
を
残
し
て

い
ま
す
。
一
方
、
煮
込
み
料

理
は
あ
え
て
弱
火
で
長
時
間

加
熱
し
中
ま
で
じ
っ
く
り
熱

を
加
え
ま
す
。

　

つ
ま
り
低
温
熱
傷
は
温
度

が
低
く
て
も
組
織
の
深
い
と

こ
ろ
ま
で
ダ
メ
ー
ジ
を
負
っ

て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
や

け
ど
に
気
付
い
た
時
に
は
赤

み
が
少
な
く
、
痛
み
も
そ
れ

ほ
ど
強
く
な
く
と
も
、
奥
ま

で
し
っ
か
り
熱
が
通
っ
て
し

ま
っ
た
皮
膚
は
、
そ
の
後
数

日
か
け
て
徐
々
に
深
い
部
分

に
変
性
が
お
こ
る
た
め
、
見

た
目
よ
り
重
症
に
な
り
や
す

い
の
で
す
。

　

原
因
は
ブ
ー
ム
に
乗
っ
て

湯
た
ん
ぽ
が
圧
倒
的
に
多
く
、

あ
ん
か
や
カ
イ
ロ
、
ホ
ッ
ト

カ
ー
ペ
ッ
ト
、
暖
房
便
座
、

ま
た
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
ひ

ざ
に
乗
せ
て
長
時
間
使
用
し

た
例
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

予
防
策
と
し
て
は
、
①
熟

睡
し
て
か
ら
使
わ
な
い
（
使

用
中
に
熟
睡
し
な
い
）　

②

泥
酔
、
一
酸
化
炭
素
中
毒
、

意
識
障
害
の
あ
る
人
に
は
使

わ
な
い　

③
カ
バ
ー
や
タ
オ

ル
な
ど
を
巻
い
て
直
接
皮
膚

に
触
れ
な
い
よ
う
に
す
る　

④
ま
ひ
、
糖
尿
病
な
ど
知
覚

障
害
の
あ
る
人
に
は
使
わ
な

い　

⑤（
湯
た
ん
ぽ
の
場
合
）

熱
湯
を
使
わ
な
い
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

　

治
療
は
通
常
の
や
け
ど
に

準
じ
ま
す
が
、
受
傷
直
後
に

は
深
さ
の
判
定
が
困
難
で
あ

り
、
手
術
が
必
要
に
な
る
例

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
も

し
運
悪
く
受
傷
し
て
し
ま
っ

た
場
合
に
は
、
皮
膚
科
も
し

く
は
形
成
外
科
と
い
っ
た
専

門
的
な
治
療
が
で
き
る
科
を

受
診
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

稲
城
市
医
師
会

三
宅
亜
矢
子

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部 NNNNNNNNNNNNNNNNNNNNoooooooooooooooooooo....................３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３００００００００００００００００００００８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８第２部No.３０８

低温熱傷にご注意

▽
対
象　

地
域
の
障
害
児
者
及

び
ご
家
族
、
医
療
・
福
祉
関
係

者
、
行
政
・
教
育
関
係
者
な
ど

▽
期
日
・
時
間　

２
月　

日（
日
）・

１５

１
時
〜
４
時　

分
３０

▽
会
場　

島
田
療
育
セ
ン
タ
ー

厚
生
棟
（
多
摩
市
中
沢
１
の　
３１

の
１
）

▽
内
容　

○
松
矢　

勝
宏
氏（
目

島
田
療
育
セ
ン
タ
ー

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

発
達
障
害
児
者
の
支
援
に
つ
い
て

　

考
え
る
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

就
労
に
向
け
て
の
支
援 

白
大
学
教
授
）
に
よ
る
基
調
講

演
「
発
達
障
害
児
者
の
就
労
の

現
状
と
展
望
」　

○
発
達
障
害

児
者
の
就
労
に
か
か
わ
る
機
関

な
ど
か
ら
の
話
題
提
供

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:/
/

w
w
w
.sh
im
a
d
a

‐ry
o
ik
u
.

or.jp
/

）
で
も
ご
案
内
し
て
い

ま
す
。

▽
費
用　

１
千
円

▽
定
員　
　

人（
先
着
順
）

１５０

▽
申
し
込
み
方
法　

電
話
ま
た

は
氏
名
・
所
属
な
ど
を
記
入
の

う
え
、
フ
ァ
ク
ス
（　

・
２
０

３７４

８
９
）、
メ
ー
ル（in

fo

‐room

@
sh
im
ad
a

‐ry
oik
u
.or.jp

）

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

島
田
療
育
セ

ン
タ
ー
支
援
部　

地
域
連
携
情

報
室　

1　

・
２
１
０
１

３７４

▽
対
象　

１
歳
未
満
の
初
め
て

の
お
子
さ
ん
を
持
つ
お
父
さ
ん
・

お
母
さ
ん

▽
期
日　

２
月　

日（
土
）

１４

▽
時
間　
　

時
〜

１０

※
約
１
時
間
の
講
習
会
で
す
。

▽
会
場　

立
川
防
災
館
（　

立
JR

川
駅
北
口
か
ら
国
立
病
院
経
由

バ
ス
「
立
川
消
防
署
前
」下
車
）

▽
内
容　

赤
ち
ゃ
ん
の
病
気
や

け
が
に
対
す
る
応
急
手
当
て
、

心
肺
蘇
生
な
ど

▽
定
員　
　

組（
先
着
順
）

１０

▽
申
し
込
み
方
法　

事
前
に
電

立
川
防
災
館

 
新
米
パ
パ
・
マ
マ
の

応
急
手
当
講
習
会 

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

東
京
消
防
庁
立
川
都
民
防
災
教

育
セ
ン
タ
ー（
立
川
防
災
館
）　

1　

・　

・
１
１
１
９

０４２

５２１

　

・
３
７
３
８

３７８▽
電
話
相
談
担
当
者　

消
費
者

相
談
員

▽
問
い
合
わ
せ　

経
済
課
消
費

生
活
係

社会福祉社会福祉
協議会協議会
からから

　

「
石
綿（
ア
ス
ベ
ス
ト
）に
よ

ねっしょう

千
代
田
区
立

神
田
一
橋
中
学
校　
 

通
信
教
育
課
程
生
徒
募
集 

石
綿（
ア
ス
ベ
ス
ト
）

 
健
康
被
害
者
のご遺

族
の
方
へ

　

特
別
遺
族
給
付
金
を

支
給
し
ま
す



２１・１・１５ 代表電話は３７８－２１１１　（８）

広報いなぎは再生紙を使用しています。�

▽
対
象　

市
内
在
住
で
、
検
診

日
現
在　

歳
以
上
の
方
（
原
則

３５

１
年
に
一
回
の
受
診
）

※
胃
の
手
術
を
し
た
方
、
治
療

中
、
妊
娠
中
の
方
を
除
く
。
当

日
の
体
調
や
問
診
に
よ
り
、
受

診
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
期
日
・
会
場　

２
月　

日
２２

（
日
）・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
人
数　
　

人
５０

▽
検
査
方
法　

バ
リ
ウ
ム
に
よ

る
胃
部
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影

▽
受
診
料　

１
千　

円
３３０

※
保
険
証
に
自
己
負
担
割
合
が

１
割
と
記
載
の
あ
る
方
は　

円
４４０

（
保
険
証
な
ど
の
提
示
が
必
要
）

▽
受
診
料
の
免
除　

次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方　

①
生
活

診
車
）・　

人
・
２
月　

日（
土
）

３０

２１

▽
受
診
料　

２
千　

円
３６０

※
保
険
証
に
自
己
負
担
割
合
が

１
割
と
記
載
の
あ
る
方
は　

円
７８０

（
保
険
証
な
ど
の
提
示
が
必
要
）

子
宮
が
ん
検
診

▽
対
象　
　

年
度　

歳
以
上
で
、

２０

２０

　

年
度
未
受
診
の
方

１９▽
会
場
・
人
数　

①
市
立
病
院
・

　

人　

②
増
田
産
婦
人
科
医
院
・

１００
　

人
５０▽

実
施
期
間　

３
月　

日
ま
で

３１

▽
受
診
料　

２
千　

円
２２０

※
保
険
証
に
自
己
負
担
割
合
が

１
割
と
記
載
の
あ
る
方
は　

円
７４０

（
保
険
証
な
ど
の
提
示
が
必
要
）

◆
共
通
事
項

※経済課消費生活係の相談で（前日予約）のものは、前日の８時３０分から５時まで
予約を受け付けます（先着順）。1３７８－２２８６
※消費者相談は電話（1３７８－３７３８）でも相談できます。
※１月の女性の悩み相談は、第４土曜日を第２土曜日に変更させていただきました。

南
多
摩

地
域
保
健
医
療
協
議
会

委
員
の
募
集 

ヘルスメーターは７面に掲載しています

法律相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係
税務相談 １時３０分～４時３０分（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

木１／１５

消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
人権・身の上相談 １時３０分～４時３０分（前日までに予約） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

金１６

土１７

＋休日急病診療所　東長沼クリニック（東長沼）９時～５時  1３７９－４８５１
＋休日薬局　　　　徳永薬局東長沼店（東長沼）９時～５時  1３７０－７８３７日○１８ 
離乳食調理講習会（２０年８月生まれ） 保健センター
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

月１９

定期健康相談 ９時～１１時（前日までに予約） 保健センター
法律相談 ９時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
くらしの書類作成相談 １時３０分～４時３０分（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

火２０

１歳６カ月児健康診査（１９年６月生まれ） 保健センター
心配ごと相談 １０時～正午 福祉センター
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
女性の悩み相談 １０時～４時（前日までに予約） 協働推進課女性青少年係
住宅リフォーム相談 １時３０分～４時３０分（前日予約） 経済課消費生活係
高齢者・障害者の権利擁護相談 １時３０分～４時３０分（予約随時） 福祉センター
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

水２１

３歳児健康診査（１７年１２月生まれ） 保健センター
法律相談 ９時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

木２２

消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係金２３

休日窓口　８時３０分～５時（正午～１時を除く）　市民課、保険年金課（国民健康保険係のみ）、課税課、納税課
心の専門相談 １時～４時（予約随時） 福祉センター土２４

＋休日急病診療所　谷平医院（矢野口）９時～５時  1３７７－６４３３
＋休日薬局　　　　マスキ薬局（矢野口）９時～５時 � 1３７７－６０２５日○２５ 
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係月２６

３カ月～４カ月児健康診査（２０年９月生まれ） 保健センター
定期健康相談 ９時～１１時（前日までに予約） 保健センター
法律相談 ９時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

火２７

消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
不動産相談 １時３０分～４時３０分（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 平尾出張所

水２８

法律相談 ９時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係木２９

消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係金３０

土３１

＋休日急病診療所　稲城診療所（大丸）９時～５時 � 1３７７－６１２８
＋休日薬局　　　　南多摩調剤薬局（大丸）９時～５時 � 1３７９－４３８２日２／○１ 
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係月２

保
護
受
給
世
帯
の
方　

②
市
民

税
非
課
税
世
帯
の
方　

③
中
国

残
留
邦
人
な
ど
の
方

▽
申
し
込
み
方
法　

記
入
例
を

参
照
の
う
え
、
は
が
き
、封
書
、

電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
（h

ttp
s:

//w
w
w
.e

‐tok
y
o.lg
.jp
/

）、

直
接
持
参
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

１
月　

日
必
着

２２

※
抽
選
結
果
は
期
日
の
１
週
間

前
ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
を
予
防
・
解
消
す
る
ポ
イ
ン

ト
は
「
食
生
活
」
と
「
運
動
」

な
ど
の
生
活
習
慣
の
改
善
で
す
。

手
軽
に
で
き
る
料
理
や
簡
単
に

で
き
る
運
動
を
紹
介
し
ま
す
。

参
加
さ
れ
た
方
に
は
、
毎
日
簡

単
に
腹
囲
測
定
が
で
き
る
メ
ジ

ャ
ー
を
差
し
上
げ
ま
す
。
お
な

か
を
ス
リ
ム
に
し
て
み
ま
せ
ん

▽
期
日　

２
月
６
日（
金
）

▽
時
間　
　

時　

分
〜
１
時　

１０

１５

３０

分▽
会
場　

第
三
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
内
容　

太
巻
き
祭
り
ず
し

〔
桃
の
花
、
美
人
マ
マ
（
デ
モ

の
み
）
〕
、
キ
ノ
コ
と
豆
腐
の

と
ろ
み
汁

▽
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角

 
巾 
、
手
ふ
き
、
筆
記
用
具
、
上

き
ん履

き
▽
費
用　

無
料

▽
定
員　

初
め
て
参
加
さ
れ
る

方　

人（
先
着
順
）

２０
▽
主
催　

健
康
な
食
事
づ
く
り

推
進
員

▽
申
し
込
み
方
法　

電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

２
月
５
日

　

稲
城
市
、
八
王
子
市
、
町
田

市
、
日
野
市
、
多
摩
市
在
住
の

　

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
地

２０域
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
あ

り
方
な
ど
を
検
討
す
る
委
員
を

生活習慣病予防教室

内容会場時間期日区分

歯周病・メタボリック
シンドロームの話、
栄養の話
（昼食はヘルシー御膳
を用意します）

保健センター１０時～２時２月３日（火）１日目

運動の話、
実技ウォーキングなど

総合体育館
１時３０分～
３時３０分　

２月２０日（金）２日目

ひ
な
ま
つ
り
に
む
け
て

太
巻
き
祭
り
ず
し
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

乳
が
ん
検
診

▽
対
象　
　

年
度　

歳
以
上
で
、

２０

４０

　

年
度
未
受
診
の
方

１９▽
会
場
・
人
数
・
実
施
期
間（
日
）

①
市
立
病
院
・　

人
・
３
月　

１００

３１

日
ま
で　

②
保
健
セ
ン
タ
ー（
検

募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
人
数　

３
人
以
内

▽
任
期　

２
年

▽
申
し
込
み
方
法　

作
文
「
テ

ー
マ
＝
住
民
の
い
の
ち
と
健
康

を
守
り
育
て
る
た
め
、
私
が
で

き
る
こ
と
、
地
域
で
で
き
る
こ

と
、
行
政
に
求
め
る
こ
と
」（
１

千　

字
以
内
）
と
、
住
所
、
氏

２００
名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、
電

話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
郵
送

▽
受
診
料
の
免
除　

次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方　

①
生
活

保
護
受
給
世
帯
の
方　

②
市
民

税
非
課
税
世
帯
の
方　

③
中
国

残
留
邦
人
な
ど
の
方　

④　

歳
２０

以
上　

歳
未
満
の
方
（
子
宮
が

３０

ん
検
診
の
み
）

▽
申
し
込
み
方
法　

記
入
例
を

参
照
の
う
え
、
は
が
き
、封
書
、

電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
（h

ttp
s:

//w
w
w
.e

‐tok
y
o.lg
.jp
/

）、

直
接
持
参
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
は
が
き
１
枚
に
つ
き
１
検
診

の
み
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

１
月　

日
必
着

２２

※
順
次
受
診
票
な
ど
を
郵
送
し

ま
す
。

▽
対
象　

①
接
種
期
間
末
日
現

か
。

▽
期
日
・
時
間
・
会
場
・
内
容

左
上
表
の
と
お
り

▽
対
象　
　

歳
〜　

歳
で
２
日

４０

６４

間
参
加
で
き
る
方

※
過
去
に
こ
の
教
室
に
参
加
さ

れ
た
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▽
費
用　

無
料

▽
定
員　
　

人（
先
着
順
）

２０

▽
申
し
込
み
方
法　

電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

１
月　

日
２７

し
て
く
だ
さ
い
。

※
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
の
申

し
込
み
は
事
前
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

２
月　

日
消
印

１３

有
効

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

東
京
都
南
多
摩
保
健
所
企
画
調

整
係
（
〒　

・　

多
摩
市
永
山

２０６

００２５

２
の
１
の
５
）
1　

・
７
６
６

３７１

１

成人式を迎えた方へ成人式を迎えた方へ

子宮がん検診を子宮がん検診を受けましょう受けましょう
　市では２０歳以上の女性を対象に、子宮がん検診
を実施しています。特に病気にかかる人が増えて
いる２０代の方は、受診料が免除されますのでぜひ
この機会にお申し込みください。

▽申し込み・問い合わせ　保健センター　1３７８－３４２１

在
、　

歳
以
上
の
方　

②　

歳

６５

６０

以
上　

歳
未
満
の
方
で
、心
臓
、

６５

腎
臓
ま
た
は
呼
吸
器
の
機
能
に

自
己
の
身
辺
の
日
常
生
活
活
動

が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の

障
害
を
有
す
る
方
、
及
び
ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、

免
疫
の
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ

と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障
害

を
有
す
る
方

▽
期
間　

１
月　

日（
金
）ま
で

３０

▽
接
種
場
所　

直
接
、
指
定
医

療
機
関
に
予
約
し
、
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
費
用　

２
千　

円
２００

※
生
活
保
護
受
給
の
方
及
び
中

国
残
留
邦
人
な
ど
の
方
は
無
料

※
接
種
は
一
人
１
回
。

※
健
康
保
険
証
な
ど
の
住
所
、

年
齢
が
分
か
る
も
の
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
な
ど
の

高
齢
者
な
ど
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
は

 

予
防
接
種
は

お
済
み
で
す
か

お
済
み
で
す
か

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ    
稲
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー

 
〒　

・　
 
稲
城
市
百
村　

の
１

２０６

０８０４

１１２

1　

・

３
４
２
１　

３７８

※
市
で
は
各
検
診
の
結
果
デ
ー
タ
（
個
人
情
報
）
を
保
管
・
集
計
し
、
今
後
の
健

康
づ
く
り
に
役
立
て
る
予
定
で
す
。
な
お
、
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
稲
城
市
個
人

情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
保
護
さ
れ
ま
す
。

胃
が
ん
検
診

胃
が
ん
検
診

受
診
料
が
必
要
で
す

受
診
料
が
必
要
で
す

○○がん検診希望
１．希望する会場名を
　　記入してください
２．住所

３．氏名
４．生年月日（年齢）
５．電話番号
６．前回検診年月日
　（分かる範囲で）

フリガナ

▼

申
し
込
み
記
入
例

胃がん検診希望
１．２月２２日（日）・
　　保健センター
２．住所

３．氏名
４．生年月日（年齢）
５．電話番号
６．前回検診年月日
　（分かる範囲で）

フリガナ

▼

申
し
込
み
記
入
例

追
加
募
集

追
加
募
集

第
３
回
乳
が
ん

第
３
回
乳
が
ん
・・

子
宮
が
ん
検
診

子
宮
が
ん
検
診

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

 

生生
活
習
慣
病

活
習
慣
病

予
防
教
室

予
防
教
室

あ

 

あ
な
た
は
大
丈
夫
？

な
た
は
大
丈
夫
？

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
！

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
！

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

調
理
講
習
会

 
調
理
講
習
会


